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中
林
審
の
答
申
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も
と
づ
い
て
、
林
野
庁
当
局
は
国
有
林
野
経
営
の
改
革
に
乗

り
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
答
申
は
、
国
有
林
の
実
態
を
ど
う
認
識
し
、
具

体
的
に
ど
う
転
換
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
の
か
。
本
害
は
、
答
申
作
成
に
直
接

関
係
し
た
人
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が
中
心
に
な
っ
て
、
答
申
の
意
図
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
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正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
、
図
表
や
資
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十
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に
と
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入
れ
て
、
や
さ
し
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解
説
し
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唯
一
の
労
作
で
あ
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必
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造林成果を高めるために

常務理事遠藤嘉数

将来の木材生産量を推定する基礎資料として，過去の造林実績とそれが現在どれ程残存しているか

を乏しい資料から調べているが，それによると，造林後30年間に20％余は消失してしまっていると試

算された。すなわち，1933年～'62年の30年間の造林面積は680万ヘクタール，その残存面積は530万

ヘクタールで，実に150万ヘクタールほどがなくなったことになるのである。

30年という長年月の間には，火災や風害もあり，他の気象災害もあったであろうし，この間には大

戦争もあったのだから，と背定してはぷても，やはりあまりにも消え失せたものがばく大なのが気に

かかり，同時に最近の造林，今後の造林の結末も心配になりだしてくる。

特に昭和25年頃から最近にいたる年間37万ヘク‘タールにも及ぶ大造林は，将来の飛躍的な生産力上

昇の基盤になるものを期待しているだけにその成果に深い関心をもたざるをえない。そして，国有林

野統計に年5,000ヘクタールぐらいの改植数字が，いまもなお続いて掲上されているのをみると，改

植にまでいﾈﾆらない造林の成績なども想像されて，自信がく・らついてくるのである。

先日，欧州林業の視察者が相寄って，欧州林業界とわが国との相違点などを語り合って今後の参考

にしようとしたが，はからずも全員の口からでた言葉は，ドイツ等の実地林業家は自家の仕事以外の

ことにはまことに無関心のほどで，与えられた仕事の象に執念深く取組んでいる－その点が驚きも

し，ハットさせられたというのであった。そして，私も先年，チェコスロバキヤで開催されたF･A。

Oの造林現地研究会に参加した際一緒になったオーストリヤの白髪の森林官のことが忘れられない。

彼は烏の羽根をつけた帽子に縫取りをしたチョッキというハイカラの服装で，悠然と森林を眺めなが

ら，研究会を楽しんでいるふうに象えた。それが，わが国では中央の集合でも地方の林業者の集り

でも，将来の木材需要はどうなるか，木材価格は，そして落付く先は外材インパクト論議一とどこ

でも決ったようなコースをたどるのが最近の通例である。そして解散した会場にば，なんとはなしに

“外材インパクト”という言葉がかもしだす黒のムードが漂いゆううつになってしまうだけである。

なるほど，わが国の木材自給体制は10年ほど前からあやしくなりだし，近年になると急速にその歩

度を早めてきた。昭和35年から39年にいたる4年間に，木材の需要は24％の増加を示したが，国内の

生産は完全に停滞をし，外材の輸入は実に2．9倍に激増をした。そして，今後も当分の間この傾向は

継続する見通しなのである。

このことからすれば，外材インパクト論などに花が咲くのも首肯はできるが，それはそれとして，

現場の森林官,林業家が，ここいらで自身のあり方をふりかえって承る必要がありはしないだろうか。

生きものを取扱って3，40年もの間無事に仕上げる育林の仕事はなまやさしいことではない。気を
ゆるめると必ず成果に響いてくる。

林政の流れや林業経済について広い知識をもつことは大切なことだが実務的技術を身につけ，これ

をこなし，労務者に徹底して教えて実行させること－これを確実に守るのがより必要なことである

それにはまず，実務担当者が責任を自覚し，現場に真正面から腰を据えて取り組む，その気持ちが

基本的になければなるまい。

この意欲や仕事の苦労の中から楽しみが見出せるようになれば，それはもう“シメタ”もの－－弓成

果向上は請合いである｡(林・総・協総務部長）

－1－



し，特に荒廃した私有林の林力回復を計るため，

国が森林施業について施策の目標を国の立場から

明らかにし，その指導監督をするという現行の森

林計画制度が，昭和26年の森林法の改正を期に確

立されたのであります。もっとも昭和32年にも改

正が行なわれ，広葉樹の伐採制限をはずすなどそ

れまでの森林法の本質にふれる改正がありました

が，おおむね戦後は国の意志で《規範としての森

林計画》が示されていたと申されましょう。

たまたまわが国経済の高度成長に伴う林業なら

びに林業を取りまく諸情勢の変化によって，昭和

37年の森林法は森林計画制度を中心にかなりの変

更を見るにいたったのであります。すなわちこの

時から《林産物の需給等に関する長期の見通し》
を基にしての全国森林計画は国有林，民有林を通

じての計画樹立が積極化し，地域森林計画には全

国森林計画で示された基準にしたがって地域の特

銅生を生かした具体性を持たせようとしたのであ

ります。さらにこれらと共に民間からの森林計画

制度への批判を考慮して，個別経営計画およびそ
の実施とのつながりへの配慮一伐採の届出，施

業勤告など一が規定されるにいたったのであり

ます。

このように森林法は改正の都度森林計画制度に

ふれてきましたが，時と共に国による物的資源上

位計画から何とはなしに下部の個別経営計画まで

を対象としようとしてきたように思われます。

ところで，昭和39年には林業の経済的側面を重

視しつつわが国の林業の進むべき方向を宣言した

林業基本法が成立を見たのでありますが，この基

本法の第10条に《政府は森林資源に関する基本計

画ならびに重要な林産物の需要および供給に関す

る長期の見通しをたて，これを公表しなければな

らない》と規定されたのであり雲す。しかも基本

法付則で森林法との関係を明確にすることを意図
してか，森林法第4条の《重要な林産物の需要及

び供給並びにに森林賓源の状況に関する長期の見
透しをたて，これに即し》は《林業基本法第10条

第1項の基本計画及び長期の見透しに即し》と改
められたのであります。森林法全体をどのように

考え，どのように整理するかを述べることは紙数
の上でできませんので，こと森林計画についての

森林法と森林計画の

問題点

神足勝浩

〔林業同友会東京支部長〕

はじめに

林業にとってきわめて重要な位置を占めると考

えられる森林計画制度については，検討の要が唱

えられながら林業内部でも，その専門家にまかさ

れやすい分野のためか，林業関係者間ですら議論

が尽されないまま年を重ねている感がします。し

かしながら林業基本法の審議の過程を通じて少な

くとも現行の森林計画に問題がありそうだと，か

なりの分野の人,§rが気付いたのも事実でありま

す。

私は昨年わが国の林業を通じての発展にその情
熱を傾けて下さっている本名武先生にお伴して，

欧州主要国の林野庁を歴訪しましたが，林業の先

瀧国である西独，スエーデン，フランス等を始め

他の諸国で，森林計画制度が国有林，民有林にき

わめて重要な位置を占めている上に，政府の財政

投資も税制も森林計画と密接不離の形におかれて

いるのを知り，わが国の森林計画制度もこの際ぜ

ひ考えなおす必要があると思っていました。頭の

整理はついておりませんが求められるままに書く
ことにいたしました。

《
）

ノ

《
）

1．森林法と森林計画

民有林に関してば，明治40年第二次森林法で公

有林および社寺有林について施業案制度が定めら

れたのでありますが，国際情勢が緊迫をつげ，国

内の林業も重大危機を迎えた昭和14年には，国の

介入によって一般私有林は森林組合への強制加入
を通じて森林施業の計画化が強力に取り進められ

ました。しかしそれらも終戦後の林政に大きな影

響を与えた総司令部の共同ステートメントを基と

-－－－2－－－－
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鍬考えますと，《森林計画》そのものは在来のま

まに放置しての上記のような改正は致命的ともい

うべき混乱を引きおこしているのではないでしょ

うか。もう少し説明を加えるならば，林業基本法

が経済政策としての林業政策，すなわち人間社会

のための林業全生産過程の高度化－－総出産の増

大と生産|生向上，それによる人間社会の発達一

をめざす政策を定めているのでありますからその

ような基本法の精神をくんでの森林計画の姿は，

たとえ森林法のねらいが変化しきつつあったとし

ても，現森林法によって現実に作成される《森林

計画》が依然物質としての林木を対称とし，個別

の人を軽んずる結果になっているために，まった

く一致し得ないはずであり，したがって《森林計

画》という点から上記改正を眺めますと竹に木を

つぐ状態と考えられるのであります。

そんなわけでまずこの点の整理が必要と考える

のでありますが，森林法をなんらかの意義づけと

内容でのこすならば基本法の精神につながる森林

計画制度は現行のものに抜本的検討を加え，でき

得れば法制化し経済的側面を重視した林業基本法

関連法とするのが適切のように考えられるのであ

ります。

2．森林計画と個別経営計画

現行の森林計画と個別経営計画の関係を引出し

て見言すと，これまで述べたことがなおはっきり

すると思います。すなわち基本法制定に際し，さ

らにこれまでの森林法の数度の改正の時でさえ，

民有林の個別経営と森林計画はどのように関連さ

せるべきかということが一応論議に出ながら最終

的には突きつめられなかったのが真相ではないで

しょうか。しかし特に最近は，林業にまつわるい

ろいろのことが論ぜられ，現行諸制度が検討され

る時は，必ずといってよいくらい民有林に関して

は‘‘森林計画制度は個為の林業経営との結びつき

がきわめて薄く，このままで良いのか”という批

判が出るのであります。それらの批判は，森林資

源を維持培養し，森林の公益性，就中国土保全機

能を確保するために，森林計画制度を確立改善さ

れた諸先誰の研究，努力までも否定するものでな

く，その批判こそは新しい林業を，新しい森林計

画制度を生承出すためのものであると思います。

素直にその批判を眺めますと，民有林の今後の発

展には現行の計画制度はこの点で大きなネックに

なっていると申せましょう。重ねていうならば現

在の全国ならびに地域森林計画は実質的には，資

源調査と過去の実績をうらづけとした机上計画で

あり，個別経営計画とは関係なく作成させている

とも評されうるものであるようです。ただその間

においてもし個別経営の意志が尊重されていると

するならば，それはまず国有林に対してであり，

一部の公有林といいうるのでありましょう。形式

的な手続きがあることは別として，数多くの民有

林の経営者の経営目的，経営方針，施業計画を組

織的に積上げることなく，国によって一方的に属

地的につくられていること，実はそのことにでき

上がった森林計画が林業の経済性を追及する大き

なより所になりえない理由があり，かつ童た個を

の林業経営とつながりえない理由があると考えま

す。

しかし関係者はそもそもかくなったのは森林法

の本来の性絡からそのようであっても構わなかっ

たといわれるかも知れません。しかしまたある人

は林野行政における国有林偏重の現われといい，

ある人は全国に職を報ずる関係者の職場確保の問

題が根にあると酷評さえしております。しかしそ

れもまたどこの官庁にもありそうなことで特にそ

れだけを取り立てることにはなりそうにありませ

ん。

兎も角重ねて述べているように今後の林業の健

全な発展のため，そして樹立された森林計画が民

有林発展の大きな礎えになることを強く念願する

ので，全国のまた地域の森林計画一そう名づけ

ることの可否はおいて－の樹立に際しては国有

林などと同様個食の経営者，協業者による経営計

画を基としていただきたいと考えます。もっとも

この意見には直ちに反論が出されると思います。

それはよくいわれる問，“私有林経営者には自ら

の経営計画をつくる意志がないのではないｶぎ'だ

と思います。確かにいろいろの原因で過去はその

ような傾向が強く，また現在でも一部にそのよう

な空気があることも察知できます。

しかし経営計画を作らないのは所有者が本来
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このように考えながらふとまた国有林の象がい

かに恵まれているかに想いをいたしました。すな

わち国有林の経営は諸含の法，規程によって不動

のものとなりつつあって，たとえ管理者が変わっ

ても相続税は課税されず，所得税の重圧を受け

ず，数多くの優秀な技術者によって十二分に検討

された経営計画に基づいて立派な長期生産を確保

しうる仕組となっており重す。さらに数年前大先

輩石谷先生の発想からかつての森林資源保続中心

の国有林の経営計画は資金計画との十二分の関係

を保つスタイルに変更され，現在の経済情勢下多

小の影響は受けてはいるものの，大局的にはその

経営は微動だにしていないと判断してもさしつか

えないと思います。

“資産維持的非企業的”であるからだとの意見が

多いことに私は強く反発したいと思います。特別

な性格の人を除いて，近代化があらゆる面で進む

時，たとえ過去においてその傾向があったとして

も，今後そのようにして森林を所有しうるもので

しょうか。私は経営者の身近な現実の問題に，経

営計画が積極的に作成されなかった他の理由を見

出すのであります。

まず“自己の資源”が明確にされることを“税

制"の面から嫌悪したことをあげねばなりません。

国有林の場合ほどでないにしても自ら多大な経費

を供う資源調査を基にして，経営計画を樹立し，

あらゆる努力を続けて計画的な施業を行なって

も，もし相続が起こる場合その後継者は現行の相

続税によって，経営計画の大幅変更をよぎなくさ

せられ，あるいは林業そのものを放棄さえさせら

れるのであります。所得税についても，林業の特

質に鑑象多少軽減されましたものの，過去におい

ては伐採面積，材積等が正確に公にされると，企

業としての林業経営には他部門に比して不当に所

得税の面から荷重を感ぜさせられ，長期投資であ

ることも手伝って，とても計画的投資を考ええな

い気持に追込まれ，この面からも経営計画樹立に

積極的になりえなかったのではないでしょうか。

次に公共投資の点でありますが，補助金も資源

政策を基にして，その量の増大に精一杯であった

のかも知れません，もちろん，林種転換，拡大造

林等の投融攪は過去大きく民有林の発展に寄与し

てきましたが，各個の経営に目をむける等きめ細

かく行なわれてもいなかったのではないでしょう

か。助成を受ける方からいえば，ただ伐採し，造

林する場合の刹那的な助成にすがりつき，それが

慢性化しておりはしなかったでしょうか，もっと

もそれほど林業は遅れ，それほど緑化が大切であ

ったのかもしれません。

第三には，たとえ上のような状態でも経営計画

をつくりたいと考えた時，民有林における経営計

画の内容，すなわち資源把握から施業計画，ある

いは資金計画等の具体的の計画樹立内容のモデル

は，ここ2～3年前までの長い間，国や県での指

導が不十分の上に個別経営計画樹立に対する助成

もなかったと存じます。

一
）

おわりに

不勉強と紙数の制限もあってまとまらないもの

になりましたが，以上からまず，国まで含めた森

林所有者の意志－それは利益追求を主とし，こ

れに高い次元のイデーをともなった－を出発点

として，国の技術的経済的な助成に裏付けられて

作成される個別経営計画が根となり，新しい森林

計画制度は現在の森林法との関連でなく，実質的

なものまで基本法と固く結びつけられることから

始められるべきではないでしょうか，そしてこの

ようにしてつくられた経営計画こそは経営者によ

って積極的に実施に移されうるものとなり，経営

者もまたその実施に明確な責務を感ずると思いま

す。兎に角遅れ勝な林業ゆえに，このように経営

計画を基にする林業従事者には手厚い助成が積重

ねられるべきかとも思いますが，もし自らの経営

計画の樹立をこのような取り進めの中で否定する

ものがあれば，それらの盗意な経営者にはすべて

の助成を行なう必要がないのではないかとさえ思

われるのであります。そのような明確な決意態度

で，国が，民が森林計画の樹立に，はたまたその

実施に国有林，民有林を通じて対処することこそ

林業発展への道であり，急務と考えるのでありま

す。

′

一
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型があらわれ，防除も大変やりにくくなる。しかも，め

んどうなことには，外観上の被害や形態が似ていて混同

されやすいものもたくさんいる。ハバチ類，ノコメハマ

キガ類，キクイムシ類，ハダニ類などは，その好例であ

るが，その防除対策は必ずしも|司じでなく，その区別を

つかむことが必要になってくる。

薬剤脚除にしても，それぞれの害虫に適合したものを

選ぶことになり，その選択が問題である。しかも，それ

らの配列や組合せを考えるとなればそれは実にたいへん

な仕事である。

森林構成の環境に眼を転じて象れぱ，他作物にくらべ

て，森林気象，立地条件および林相が，立体的であり，

また水利の便の悪いところや傾斜地であることも少なく

ない。このように考えてくると，森林害虫の防除は，不

利な面が多い。しかも，現在では，防除饗の節減も大き

な懸案となっている。

この矛盾をどのように解決していくかが，今後の大き

な課題である。これは結局，害虫防除の技術いかんにか

かってくると思うが，これは，ひとり薬剤の進歩だけに

依存できないと思う。これをひとくちにいえば，どのよ

うな防除法をとれば，森林の害虫相が質的に量的にどの

ような変化をたどるか，そのいずれのタイプが経営上も

っとも有利であるか，ということにつきよう。これは，

森林の条件によっても異なるから一概にはいいきること

はできないが，これまでこうした長い目で見た観察が案

外欠けていたことは反省されなければなるまい。このよ

うな観点から，森林害虫防除のありかたを見直し，再検

討し，「いかにすれば合理的な防除ができるか」「その

考え方はどうあるべきか」ということが問題になると思

う。

Ⅱ防除計画の考え方

1．害虫の飼育室設定をはかる

いつ頃から発生するか，その最盛期はいつか，加害期

はいつか，また，発生程度と環境条件との関係はどうか

をよく理解し，今後の発生についての見通しをつかむこ

とは，きわめて大切なことである。対象害虫の正体をよ

く知ることが第1である。それには，まず，対象害虫の

飼育が必要である。

1－，害虫の生活環の探究

飼育室の設置により，害虫の生活環(Lifecycle)を

明らかにする。このことは，防除の目安をつける第1段

階として必要なことであるからである。生活環とは，通

常周年経過の意に解され，その発生経過の季節的配置を

指すものである。この意味で，生活史(Lifehistory)

とも呼ばれる。生活環は，同じ種類の害虫でも，地方に
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I森林害虫防除の特殊性と問題点

これまでの，森林害虫の防除は，被害が発生して頻死

の状態に陥ってから，防除対策が誰ぜられるというコー

スが一番多くとられてきた。これには，次の理由があ

る。(1)害虫の生態がよくわかっていない。(2)被害が目立

たないと防除の関心が高まらない。また，薬をかけた

り，手間暇をかけても十分得がいくというはっきりした

経済効果の見通しがつかないなどの関係から，見殺しに

せざるをえないのが，ごく最近までの実態ではなかろう

か。これに引換え，人間の病気の場合は，その相手が，

きわめて，貴重であり，経済性が高いので，何をおいて

も，治療や予防が行なわれる。これと同じように，森

林害虫防除も，いったん発生してから，薬剤散布その他

の手当をするよりも，あらかじめ，予防対策を誰ずる方

が，どんなに効果的であるかと考えないわけではない

が，これとて，害虫の生態がよくわかっていなければで

きないことである。また，林木の育成は，永年にわたる

関係上防除費やこれに要する労力問題なども関係してく

るであろうし，その根本である森林害虫相（天敵も含め

て）の構成の問題も起こってくると思う。これらを総合

的に考察すると予防的防除も容易ではない。

森林は（人エ造林地)，永年性であり，しかも同じ樹

種が集団的に植え付けられているため，虫害が発生しや

すく，発生に必要な条件が十分に備わっているから害虫

の種類数も多く，それだけに被害も大きい。害虫の種類

が多くなれば，その出現時期や被害様式にもいろいろな

一
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く，資材的にも労力的にも有利である。この方法には’

統計的方法と実験的方法があるが，ここでは，飼育室に

おいて実験的方法による発生予察を行なうものである。

たとえば，次期の発生時期を予察するに際し，積算温度

の法則を利用するが如きはその’例である。ノンネマイ

マイの幼虫を採集してきて飼育室で高温により飼育し，

羽化期を早め（有効積算温度も計算されている）羽化率

の多少を実験観察し，また，蛾の交尾飛翔は，気温が

15｡C以上の無風雨の薄暮にのぷ可能である。結局’羽

化してから秋薑での間に，交尾可能の日が何日あるかが

次世代の多少を決定するわけで，上記の如き薄暮が'2回

以上にある時には増加の可能性があり，翌年には漸進的

多発に向うというのである。また，飼育期間中に天敵に

おかされて羽化率が減少する場合などは，野外において

も，天敵の影響を推定することも可能であり，これによ

って，冬季または春季における気象条件と該種の第1化

期発蛾との相関，天敵の生息密度の意義も，単なる見か

けのものという域を脱して正しく把握される防除対策の

指針ともなるものである。

2．四季を通じて害虫勢力の抑制をはかる

害虫の被害が目に見えてはげしいときは，誰でも薬剤

散布に夢中になるけれども，秋から冬季になって落葉す

るころになると，害虫も終息したと錯覚するのが常であ

る。ところがこんなときに害虫は必ず林内のどこかにひ

そんで，越冬しているにちがいない。この時にこそ防除

に注意を注ぐべきである。

2－，冬季防除（秋から冬の間）

秋季から冬季にかけて，卵塊，繭などの採取を行な

う，とくに，苗畑，採穂(種)園などでは有効である。そ

の適用害虫には，マツカレハ，ハマキムシ類の一部’ハ

バチ類などがある。

2－2燈火誘殺法および餌木誘殺法による防除

燈火誘殺法は，発生量の多いときには，有効的であ

る。適用害虫には，コガネムシ類，カミキリムシ類の数

種，ゴミムシ類，ガ類の数種などがある。

餌木誘殺法は，害虫の好む伐倒丸太などを被害発生林

分に設置して，誘致し産卵させ，産卵後は速やかに焼却

または，剥皮処理を行なうものであるが，この処理期が

遅れるとかえって増殖をはかることになるから-I-分注意

せねばならない。適用害虫には，キクイムシ類，ゾウム

シ類，カミキリムシ類など穿孔性害虫の防除にはよい方

法である。

2－3虫痩形成害虫の防除

虫捜形成害虫たとえば’スギタマバエ’マツバノタマ

パエ，エゾマツカサアブラ，クリタマバチなどは，虫痩

より，また，年によって（気象関係）相違することはよ

くあることであるから，これが活用については，その地

域により調査せねばならないので，飼育室が必要となる

わけである。害虫の生活環は，第1表のように蒋号によ

って表示するのが便宜で，しばしばこうした表現がとら

れる。

第1表マツカレハの生活環（1年1化性）‘

嶽～§|1213141516171819h｡|]↑↑2
第'年目llll…+tﾆﾆー ＝
第2年目’’一'一'一…’
＋成虫・卵一幼虫③踊一加害期

アブラムシの生活環は非常に複雑であって，越冬卵

（受精卵）から孵化したものは幹母(FUndatrix,Stem

mother)というが，これを起点とする以後の世代は単

性生殖（しかも胎生）によって，くり返えされる。しか

も秋季に至って，はじめて雌雄の両性の区別を生じ，両

性生殖に移って卵を産むのである。しかも，この間に

は，種類により，寄主植物を変更するものが少なくな

い。（冬寄主または主寄主に対して夏季のものを中間寄

主あるいは夏寄主という）また，さらに，形態的にも有

翅無麹の両型が区別される。例として，トドノネオオワ

タムシの生活環を示せば，第1図のとおりである。

一
｝

Ｊ
１
ｘ

移
Ｅ

salmtm

ndatrix)

‐

ー

eS

sx-pa¥

○無翅の雌

e有翅の雌

Sx-p産性虫

a子両性生殖の雌

第1図ﾄﾉﾈｵｵﾜﾀﾑｼの生活環(斉藤孝蔵氏による）

1－2発生予察

害虫の発生加害を，なるべく初期のうちに発見，対策

を誰ずるならば，その駆除的効果が大きいばかりでな
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をつくると防除は困難であるから，虫痩形成前早期に防

除することが望ましいが，虫摸形成されたものについて

ば，剪除焼却を行なう。

2－4種実害虫の防除

種実害虫による被害球果は速やかに採取して焼却す

る。適用害虫の主なるものは，害虫防除一覧表のとおり

である。

2－5吸収l生害虫の防除

とくに，殺ダニ剤による場合は，同じものをつづけて

使用すると，効果がなく，かえって，増殖する傾向があ

るので，越冬卵にコロマイドを散布したなら，幼虫孵化

期には，ロテゾールを散布するとか，また，発生最盛期

にネオサッピランあるいは改良メタシストックスを散布

したなら発生後期にはアカールを散布するといった具合

に変態に適応した薬剤使用を考慮することが必要であ

る。

2－6穿孔性害虫の防除

さきに述べた餌木誘殺法と薬剤の組合せによる防除は

効果的である。単独で薬剤を用いる場合は，穿入防止，

殺虫駆除，密度抑制など三段階の防除が必要である。穿

入防止（予”には塗布剤を使用するなど一案である。

2－7食根性害虫の防除

食根性害虫は，主として，土壌中における幼虫の加害

が対象となるが，耕転と併用して（苗畑および採穂(種）

園）土壌中に適用薬剤を鋤き込むようにする。

2－8食剰生害虫の防除

食葉性害虫の場合は，大部分はBHC粉剤が効果的で

あるが，なかには，潜葉型，葉捲型があるので，ふつう

の接触剤(BHC)では駆除が困難で浸透性の薬剤（ホ

リドール）によらねばならないものもある。

ろ天敵の保謹繁殖の強化をはかる

3－，林内に小鳥の巣箱を設置し，益鳥類の保護繁

殖をはかる。

5－2有益昆虫および菌類の人工増殖をはかる。

有力な天敵の発見，移入により，害虫の棲む環境に

放飼する。その方法には，次の3つが考えられる。

（1）天敵の棲息している地域で，天敵を大璽に採集

して，これを必要な地域に放飼する。

（2）本来の寄生害虫を特設の飼育室で大童に増殖さ

せ，これに天敵を放って天敵の増殖をはかり，これ

を必要地域に放飼する。

（3）本来の苛主でない他の害虫を代用寄主に用い

て，これを特設飼育室で大量に増殖し，これに天敵

を放って，大量生産し，必要な地域に放飼する。

4．薬剤の散布にともなう昆虫相の変化

天敵の保護繁殖の強化をはかることの研究に積極的手

段を講ずることが必要であるが，天敵の象に害虫防除を

放任しておくことは，若干の特殊な天敵に限られるの

で，ここに薬剤との組合せを必要とする。防除仁使用す

る薬剤は，その種類，使い方，適用時期などを十分研究

して，微力な天敵をも殺さず，薬剤によって，一時的に

大量の殺虫をはかって，その林分の個体数を速やかにあ

る限度まで減少せしめ，残りの害虫は天敵の利用によっ

て，害虫の勢力を抑制し，林木に経済的な害を与えない

やうに努める。薬剤が天敵に及ぼす影響は，薬剤の種類

により，次のへい害を与えるものである。

4－＆天敵の貧困化が起こる

薬剤は，とくに有機合成殺虫剤には，抵抗性害虫の

出現が顕著であり，また強力な殺虫剤の場合に心配す

るのは，天敵の貧困化を起こすことである。

（1）天敵をも殺してしまう恐れがある。

（2）害虫の体内に天敵の卵，幼虫，鋪などいる場

合，その害虫が薬剤によって殺され，その結果天敵ま

でも生存力を失う恐れがある。

（3）薬剤が散布された環境には天敵が嫌って近接し

ないようになる。

（4）薬剤が直接に天敵にかからなくても，薬剤の散

布された植物体上を歩行する天敵がある場合は，その

天敵は薬剤の影響を受けて寿命が短くなり，そのため

産卵数も減少する結果となることが考えられる。さら

に薬剤が害虫相に及ぼす影響も考慮せねばならない。

4－2害虫相の単純化と個体増減

天敵の貧困化が起こるとともに害虫相も変わってく

るものである。薬剤防除は，一時的に大鐙の殺虫をは

かることができ，たしかに害虫の種類数は少なくな

り，害虫相は，単純化される。その反面，残された種

類の個体数は多くなり，しかも，今まで有力な害虫の

位置にいなかった昆虫が有力害虫の位置に昇格するこ

ともある。しかも，駆除しにくいものがふえる例も少

なくない。

4－3薬剤に対する抵抗性の増大

この問題は，果樹害虫などでは，すでに，好例があ

る。たとえば，北海道，詞この一部では，リンゴのハ

ダニがリン製剤に対する抵抗性を増し，従来の使用濃

度では，効力がなくなったということである。

また，いったん保持した抵抗性は，なかなかくずれ

ないもののようである。しかも,Aなる薬剤に対して

抵抗性を持ったものは，付随的に薬剤Bに対しても抵

抗性を示すことがあり，こうなればいよいよ次の薬剤

に困ってしまう。こうした抵抗性の増大を防止するに
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は，連用を避け，同じ薬剤を使用しないようにする以いくことが大切である。薬剤およびその他の間接防除を

外にない。行なったならば,その後の害虫相の移り変わりを監視し，

以上を要約すると，対象とする個食の害虫に対する防長い眼で見た効果をつかむように心掛けねばならない。

除計画と並行して，全体的な総合防除体制にも留意するⅢ主要森林害虫の防除計画

必要があるわけで，単なる目先の効果だけにまどわされ薬剤散布の努力を十分に揮発するためには，薬剤散布

てはならない。合理的防除をはかるためには，絶えず森が総合防除の一環であるという考え方のもとに次の防除

林の害虫相に注意し，その移り変わりをうまくとらえて計画を作製して承た･

主要森林害虫の防除一臆表

防

適用時期

除 法

適用薬剤｜使用法’
間接防除法害虫名 備考

チ
チ
キ

チ
バ
チ
バ
ガ
マ
キ

ガ
バ
チ
チ
ハ
バ
ハ
イ
ハ
キ
マ

ノ
キ
キ
ゲ
ハ
・
ハ
バ
カ
ハ
タ
メ
キ
マ
ハ

、
ヘ
ベ

マ
キ
キ
マ
キ
シ
ト
シ
ネ
ネ
ケ
チ
ハ
ハ
ア
シ
ラ
ラ
ヒ
ハ
メ

類
ツ
ハ
マ
マ
ハ
マ
ム
ゲ
シ
ム
ガ
ガ
カ
バ
リ
カ
ラ
ホ
ヒ
ダ
ト
メ
ミ

虫
ガ
ハ
ガ
ハ
ッ
キ
ン
ハ
ハ
オ
ハ
シ
ハ
ト
ム
ハ
コ
ネ
ネ
コ
ト
ハ
ド
ア
ハ
ロ
ズ
マ
イ
ヒ
ア

害
ク
レ
イ
レ
ッ
ン
マ
モ
ト
ド
オ
ジ
ム
キ
ロ
ハ
シ
ジ
ガ
ガ
ャ
イ
キ
ミ
ッ
ッ
ク
カ
ツ
ッ
ッ
ロ

性
ド
ガ
カ
マ
カ
マ
サ
ハ
ク
ア
ウ
ヒ
ス
ハ
ノ
ピ
ャ
ホ
ス
コ
コ
チ
ノ
ノ
ノ
マ
マ
ノ
ア
マ
マ
マ
イ

葉
ギ
ク
ッ
イ
ガ
ラ
ス
ギ
カ
ッ
ロ
ウ
テ
ギ
ン
タ
タ
カ
オ
メ
ジ
ガ
ツ
ッ
ッ
ラ
ラ
ッ
オ
ラ
ラ
ラ
イ

食
ス
ド
マ
マ
ッ
カ
ク
ス
コ
マ
ビ
ト
タ
ス
ハ
カ
イ
ア
オ
ヒ
ス
ナ
マ
マ
マ
カ
カ
マ
オ
カ
カ
カ
ハ

益鳥類の保謹繁殖をは幼虫発生期に防除

かるする

天敵（昆虫,菌絢放

飼をはかる

発生量の多いときは燈

火誘殺を行なう

秋から早春にかけて卵

塊を採取する

幼虫，蝿，繭など捕殺幼虫，成虫発生期

するに防除する

越冬所設置一蕊捲法に
よる

一
三BHC粉剤

キルモス筒

食葉性害虫にはB

HC粉剤が効果的

である

マイマイガ，マツ

カレハの天敵ブラ

ンコサムライコマ

ニパチ白弥菌，黄

弥菌多角体病など

ハバチ類の天敵硬

化病菌，寄生蜂『

寄生蝿

3%|50/kgha1

150913"/ha
2

i
BHC粉剤

キルモス筒

5%|30kg/ha5．

150912筒/ha
6．

《
》:縦撫W|

BHC粉剤

キルモス筒

5%|30kg/ha

150913筒/ha

群生幼虫の巣または繭1.幼虫発生期に防

を採取する除する

林内に小鳥巣箱を架設

し，食虫鳥類の保護繁

殖をはかる

天敵の保護利用，人工

増殖により放飼を強化

する

2.成虫発生期に防

除する

3%|50kg/haBHC粉剤

キルモス筒

宮テゾール

1

150913筒/ha
ワ
］

800倍140"10a

3

－8－



食芽性害虫類

スギメムシガ

ウリノ､ムシモドキ

1月，7月,9-10BHC粉剤3%50kg/ha

月成虫発生期に防キルモス筒15093筒/ha
除する

7-8月成虫発生期BHC粉剤3%50kg/ha
に防除する
5-6月幼虫期に防へブタ粉剤2.5%2-6kg/ha
除する

成虫発生期に防除BHC粉剤3%50kg/ha
するホリドール1200倍

幼虫期に防除するエンドリン乳剤500倍

土中に鋤き込承土

壌と混合する
マツアカマダラメイガ

マツノシンマダラメイガ

マツノトピマタ・ラシンムシ

マッヅアカシンムシ

マツツマアカシンムシ

マツアカシンムシ

ハラダチヨッキリ 6月ごろ成虫発生期に成

虫補殺を行なう "鎚生蝋に!'¥｡粉剤‘鰯50kg/haする＝

食根性害虫類

キリウジガガンポ

スジコガネ

オオスジコガネ

ナガチャコガネ

ヒメサクラコガネ

ドウガネブイブイ

マルクピクシコメツキ

ムネマルクロカミキリ

スナゴミムシダマシ

4-5月と9月の成虫発

生期に捕火誘殺を行な
う

排水をよくする

天敵の保砿繁殖をはか
る

1． 幼虫孵化期に防除BHC乳剤|400倍45J/m2
する

1.成虫発生期に防BHC粉剤3%|50kg/ha
除する

2.幼虫期に防除3~へブタ粉剤2.5%|50kg/ha

鱸…
る

|蕊発生期に防除へブタ粉剤2．§

成虫に対しては出

現期間中10日置き

3回i燐術する

中耕の際土中に15

1選の鶴さに鋤き
コガネムシ類の天
敵（イザリヤコガ
ネ菌,シオャアプ，
ツチパチなど）

土中10cmの深さ

に鋤き込む

天敵（ツルギアプ

罰

●
●

２
３

認蕊霧生期に燈火鵠撚§根BHC溺剤ヨ影30ka/ha
1．7－8月成虫発生期に燈

火誘殺を行なう幼虫発生期に防除へブタ粉剤2.5%50kg/ha
2･天敵の保賎繁殖をはかするBHC粉剤1.5%5kg/10a
るDDT粉剤10%"

BHC水和剤400gJ"/m2

吸収性害虫類

スギノマルカイガラムシ

カラマツミオキオアブラ

トドマツォォアプラ

クリオオアブラ

トドノネオオワタムシ

1．うっぺいされた林分を
破開する

2．卵塊を澗殺する

1.5月の幼虫辮化ホリドール乳剤1,500-2,000倍

期に防除するエカチン乳剤1,000-1,500倍

2.発生初期一般盛戸テゾール800Ir140"10a

期に防除するマラソン乳剤1,500階〃

BHC粉剤1.5%50kg/ha

BHC粉剤3%30kg/ha

垂

1．燃内のヤチダモ，シオ
ジ，トネリコなど混植
をさける
2．ライラック，イポタを
植栽する

密植をささけ，通風をよ

くする，しかし，乾燥状

態になることを除く

一
一ダ

ニ
ハ

》

夕
ノ
ハ
ツ
ノ
マ
ギ
ド
ス
ト

1.越冬卵に対してコロマイド11500倍水102:当り
は．戸マイドを

散布する再テゾール800倍〃

2.錨鵠撫改良ﾒﾀｼｽﾄﾂ800膳〃
戸テゾールを散クス

殺ダニ剤は同一薬

剤の連用をさける

こと

布する
3.6月下旬から8ネオサツピラン

雛囎舞騨アカール
ツピランまたは
改良メタジストEPN乳剤

蕊鱗

倍
倍
倍

０
０
０

０
０
０

５
５
５

９
２
Ｆ

１
１
２

″
″
〃
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虫痩をつくると防除健成虫発生期に防除BHC粉剤3%30kg/ha
困難であるから早期にする ロテゾール800倍1401/10a
防除する

ホリドール乳剤1,500-2,000|倍
6－7月ごろ虫痩剪除

焼却を行なう

虫痩形成害虫類

スギタマバエ

マツノぐノタマノぐエ

クリタマバチ

エゾマツカサアブラ

I

2

虫製の小さいうち

に散布すると効果

的である

天敵の保護繁殖をはか
4月中下旬，無雌

る鋳生蜂の移植）
虫発生期に防除

3

シ

シ
ム
リ

ム
シ
ウ
キ

シ
イ
シ
シ
ム
ゾ
リ
ミ
リ

ガ
ガ
エ
シ
シ
ム
シ
シ
シ
ラ
ム
ム
ウ
シ
シ
キ
ヵ
キ

リ
リ
バ
シ
シ
ム
ム
イ
ム
ム
シ
ム
シ
キ
イ
ウ
ゾ
ホ
ム
ミ
ガ
ミ

モ
グ
マ
ム
ム
イ
イ
ク
ィ
イ
ム
イ
ム
ガ
ク
ゾ
シ
ラ
ウ
カ
ナ
カ
リ

類
ウ
モ
タ
イ
イ
ク
ク
キ
ク
ク
ィ
ク
ィ
ナ
キ
シ
ホ
シ
ゾ
リ
ラ
ケ
ピ
キ

虫
コ
ガ
ワ
ノ
ク
ク
キ
キ
オ
キ
キ
ク
キ
ク
ノ
ガ
ボ
ラ
ノ
シ
キ
ダ
ヒ
サ
ミ

害
ラ
リ
カ
イ
キ
キ
コ
コ
オ
ッ
ッ
キ
ジ
キ
モ
ナ
キ
シ
ッ
ポ
ミ
マ
シ
ボ
ヵ

準
》
潅
澆
諦
幻
ｗ
ｗ
や
ｗ
障
左
渉
醒
渉
蒄
ガ
ル
ッ
巷
牒
勃
坪
群
泡
袴

穿
キ
コ
ヒ
ス
ヒ
マ
マ
キ
マ
ト
エ
ヤ
ク
ミ
ャ
シ
マ
マ
ニ
ト
ス
マ
ョ
ム
ミ

下刈作業を励行する穿孔を発見したら二硫化炭紫
天敵の保護繁殖をはか直ちに孔口からBBHC油剤

るHC粉剤を注入すBHC乳剤
BHC粉剤

燈火誘殺法を行なうる

注入

ジーゼル油にて
0.5-1％稀釈
材石当り400cc

50kg/ha

キマダラコウモリ

ガの天敵ヤマガタ

ヒメパチガ有効で

ある

1

リ
》

3

林内には倒木，伐木な4－5月繭殖期にBHC油剤ジーゼル油にて
0.5-1%に稀釈

ど放置することは種力防除する 材石当り400cc

さける
BHC乳剤0.5-1%稀釈

止む得ず放置する場合
材石当り400cc

は右の薬剤散布処理を

早急に行なう BHC粉剤3%50kg/ha

剥皮焼却処理を行なうBHC塗布剤樹幹部に塗布す

（カンﾏﾗｲ晩1,200g餌木誘殺法を利用する

とくに伐採跡地の太L，

丸太は餌木となるので
ホリドール乳剤

これに多数産卵したと

きは，焼却するか，剥

皮処理を行なう

丸太は水中貯木を行な

う

丸太は速やかに1細ﾄに

識出し，製材処理を行

なう

天敵の保縦繁殖をはか

る，移植室たは放飼す

る

成虫捕殺を行なう

穿入防止｡.････油剤

乳剤

塗布剤

殺虫駆除……乳剤

油剤

る|鱈度"…溺制
ホリドール

を使用すると効果

すると効果的であ

る

鱸殖期2回散布す

る

1

【
｝

2

3

！

5

【

ー

』

S 一
）

一
プパ
チ
チ

コ
バ
バ
ガ

チ
ロ
コ
コ
ガ
イ
シ

バ
ピ
ガ
ガ
イ
メ
ガ
シ
ム

コ
タ
ナ
ナ
ガ
メ
ラ
イ
ム
ン

ガ
カ
オ
オ
イ
ラ
ダ
メ
ン
シ

ナ
ミ
ミ
ミ
メ
ダ
マ
ラ
シ
カ

類
ガ
オ
ノ
ノ
ノ
ラ
マ
ン
ダ
カ
ァ

虫
サ
ミ
ッ
ッ
ッ
ダ
カ
シ
マ
ァ
マ

害
カ
ノ
マ
マ
マ
マ
ア
ノ
ノ
ヅ
ツ

罐
評
群
拓
咋
津
却
諏
邦
識
”
勢

被害球果は速やかに採成虫発生期に防除BHC粉剤3%50kg/ha
する坂焼却するホリドール乳剤1,200倍

被害掴f子は水選により
エンドリン乳剤500倍

分離するかまたは二硫

化炭素蝿蒸を行なう

天敵の保護繁殖をはか

る

ホリドール乳剤は

幼虫力繧しはじめ

るころにかける

エンドリンを使う

ときは魚毒に注意

すること

天敵儲生蜂，イ

1ザリャ菌など）

I

ワ
】

3

’
1’
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か否かを検討した。その結果，前記の区分方法が

ほぼ全国的にも適用されることが判明したので，

その概要を報告する。

1．被害分布状態

全国的に寒害の実態を明らかにするため，昭和

38年林野庁指導のもとに，15道府県林試（北海

道，福島，茨城，群馬，埼玉，山梨，静岡，愛

知，京都，兵庫，島根，福岡，熊本，鹿児島）は
（3）

495カ所の被害地を調査した。その費料について

一カ所毎に吟味を行ない，明らかに寒風害と思わ

れる力所と，凍害によると思われるヵ所とを区別

するように努めた。また記載された内容を検討し

て，例年継続的に被害を受ける力所と，当年始め

て被害をうけたヵ所との区別と，寒風害ならびに

冬期寒波による被害の二重被害なども，判断でき

るものはできるだけ区別するように心がけた。こ

凸■■一一一｡＝■今一”一一一一一ﾕ司与Pﾛｰ～

ｑ
４
Ｉ
０
ｌス ギの

寒風害発生危険地域

画定の一つの試み

■
Ｅ
■
■
ｐ
Ｉ
Ｌ
■
Ｔ
１ ■

Ｙ
「
Ｂ
■
迅
司
』
Ⅱ
剛
も
夕
尾
ｒ
』
■
己
■
り
い
ｂ
■
Ｐ

一 …車0~ー ■盃『凸B由蜂■一員■一ザ

ハ

ゥ

1

々 木長

上正

試防災

儀佐
岡
卿

ワ

ト

・

可

．

。

夫
細

＝
で
０
Ⅱ
■
４
Ｆ
ト
ー
Ｊ
■

▼
１
０
ｂ
‐
４

－毛一b＝旨み君孟一一“ヨー四■←＝幸一－＝一一一二弓

はしがき

現在国有林などで懸案となっている拡大

造林予定地には，スギやヒノキを植栽する

場合が多いが，その造林地が寒害にかかっ

て，カラマツなどに改植する場合がかなり

ある。

この場合に，その造林予定地が寒害にか

かるか，否か，あらかじめ予想がつけば便

利である。

霜害については，かなりこのような立地
（1）

がわかっているので，造林技術者はおおい

に利用して↓､る。ところが寒風害地では，

その機職がわからなかったゆえもあって，

その立地の区分は試承られたごとが少な

い。

そこで，寒風害の原因となっているとこ

ろの気象環境から，1～2の重要と思われ

る気象因子と実地の被害調査資料とに基づ

いて，寒風害発生危険地域を全国的に画定

しようとした。

さきに筆者の一人佐な木は，筆者らのグ

ループが関東，中部地方を中心に行なった，

寒風害の現地調査費料を基にして，中部地

方以北における，寒風害発生予想地域の地
（2）

帯区分を行なって報告した。その後昭和38

年に，林野庁指導のもとに全国15道府県林

試が495カ所の，寒害被害地の調査を行な

った。その資料に基づいて前報告の地帯区

分の方法が，西日本においても適用される

スギ天調分布と積蓉深の関係
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のよ；にして得た資料に，さらに筆者らのグループが行
なった調査資料を加え，それぞれの被害を地図上にプロ

ットした。

2．寒風害に対する立地区分の方法
（2、

さきの報告では，中部地方以北について，1月の平均

積雪深50cm以下で,1月の平均気温1．C以下の地域

を，寒風害発生の危険予想地域としたが，この基準を定

めるについての経過はなんら説明を行なわなかった。し

たがって，ここにその経過を述べることにする。

,(1)寒風害に関係する主たる気象要因

寒風害の被害の原因は，冬の間，土壌が凍結してい

て，根が吸水できないために，地上部への水の補給がで

き難い状態にある場合，あるいは低温のため，根や地上

部組織が凍結し，糊体内水分の移動が困難なときに，さ

らに長期間，低温な乾燥した風にさらされると，葉や枝

や頂芽が，致死限界量を越えて水分を奪われた場合に枯

死する乾燥害である，ということが定説となっている。

そこで，この定説から気象条件を引き出して承ると，

次のことがいえる。

i)気温が低いこと

気温が0．C以下になると，樹体内の水分の移動が困

難になったり，あるいは，樹体内の水分が凍ったりす

る。このためには気温が0°C以下になる条件が必要で

ある。

一方また，土壌が凍結するためにも，気温が0°C以

下になることが必要である。

ii)風速が大きいこと

風速が大きかったり，吹送時間が長かったりする程，

樹木の水分は速く，またあるいは多く蒸散することにな

るので，その条件が必要である。

また低温な風が，強く，長くあたれば，土壌凍結も促

進されることになる。

iii)積雪深が浅いこと。積雪深が深ければ，土壌凍結

は抑制されるし，また樹木は雪に覆われ乾風から保謹さ

れて，樹体内の水分の蒸散および，樹体温の低下も抑制

されるから，寒風害が起こり難くなる。したがって，積

雪の少ないことが，寒風害の発生しやすい条件となる。

このほか，日射鐘や蒸散通や，気温や，土壌凍結深と

深い関係があるし，湿度も大きな影響があるが，ここで

は気温と積雪量以外の気象資料が，まだ整っていないの

で，気温と積雪深の2要素について検討した。

(2)寒風害の起こる時期

寒風害の起こる時期については，今までは冬を越して

春になって，山に入って承たら枯れていて，枯れた時期

がはっきりしないという例が多かった。

また，寒風害は，早春，土壌がまだ凍結していて，根

からの吸水ができないうちに，気温は比較的上昇して，

水分の蒸散がすすむので，水収支のアンバランスをきた

すとの考えから，早春被害説などもあった。

ところが，最近各地の調査研究が進むにつれて，全国

的にほとんど厳寒期の1月頃に，被害が起こる場合が多

いことが砿認されてきた。

したがって，被害発生の気象的要因を検討するにあた

っては，1月およびそれ以前に見当をつけて作業を進め

た。

(3)立地区分の基準

まず最初に積雪深であるが，スギの寒風害に対する積

雪の保護効果が現われるのは，どの位の積雪深からか，
（4）

の見当をつけるために，筆者等はスギの天然林分布と猿

雪深との関係を，中部地方以東について調べた。その結

果スギの天然林が，北陸から蕊I上にかけて，主として1
（5）

月の平均積雪深50cm(､雪の気候図、による）以上の

地域に分布していることがわかった。（第1図参照）

また一方，北関東付近の苗畑においては，冬季スギの
（0）

土囲が行なわれているが，野原，熊谷らが土囲の行なわ

れている山梨，長野両県から北関東，福島県にかけて調

査した結果では，土囲の実施区域は1月の平均積雪深50

cm以南の地方で，この線をもって，大体の北限と象な

してさしつかえないとしている。またその南限は，年最

低気温が-10｡Cの線付近であると承なしている。土囲

の目的が，寒害，寒風害，を防ぐ．ためであることを考え

れば，1月の平均積雪深50cm以下のところでは，苗畑

のスギ苗がしばしば寒害や，寒風害をうける危険の多い

ことを示しているものと考えられる。

これらの資料から，スギ幼齢林の寒風害危険区域は，

秋雪深については一応，1月平均積雪深50cm以下の地

域にあるだろうとの見当がついた。

そこで筆者らのグループが，さきに現地調査したり，

聞知した関東，中部，東北の造林地における，スギ寒風

害の発生地を地図にプロットし，、雪の気候図、に記載

されている。1月平均積雪深100cm,50cm,20cm,の等

積雪深線の分布と，比較対照の結果，寒風害発生地の北

限が,50cmの等積雪深線と最もよくあうことが判明し

た。このことから，寒風害発生危険地域は，1月の平均

積雪深50cm以下の地域にある，という見当が大体妥当

であることがわかった。

次に気温であるが，前述のように樹体や土壌が相当長

い期間，凍結を続けるためには，気温が低いことが必要

である，という見解から，上記と同様に寒風害発生地の
（7）

分布図と，、新日本気候図帖鍾に記戦してある。1月の
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平均気温2｡C,1｡C,0｡,-1｡C,－2｡C,の各

等温線の分布と比較対照の結果，寒風害発生地域の南限
が,0｡Cの等温線と最もよく対応することを知った。

以上の結果から，スギの寒風害発生の危険地域は，1

月の乎均積雪深50cm以下で,1月の平均気温0°C以下
の地域であるという見当をつけたが，この考え方が，全

国的に適合するであろうか，否か，をさらに検討するこ

ととした。

すなわち，関西以西においては，積雪深50cm以上の

区域は，滋賀県の北部から若狭湾にかけての地域と，兵

庫県の北部と，大山付近とであってあまり広くない。ま
（7）

た、新日本気候図帖、によると,OoCの等温線で囲ま

れる地域は，紀伊半島，四国，九州ともに，非常に狭い

地域しか示されていないが，観測所の観測値から，気温

の逓減率を用いて，1月の平均気温が0°Cになる海抜

高を求めてみると，北練35｡～54.でほおおよそ800m,

54｡～記｡では900mとなり，この高度以上では0．Cにな

る。したがって，地図上にこの高度を追って，概略の

0．cの推定等温線を引いた。こうして1月の平均積雪

深50cm以下で，平均気温0．C以下の池或を斜線で示し

たものが第2図である。第5図には斜線を施してない

が，第2図と同様の図に，過去の攪料や，昭和58年の調

査資料による，寒風害の被害地をプロットして象たもの

である。

被害地は大体において，上述の地域に入っており，西

日本においても，前述のような考え方が大体適合するこ

との結果を得た。

つまり，第2図の離鵬で示された地域を，一応スギ寒

風害発生予想地帯となずけた。

ただしこれは，この斜線の地域全部が寒風害の発生す

る危険地であるという意味ではない。関東付近でも，寒

風害の発生地は，ほとんど北偏斜面であって，南偏斜面

にはあまり被害の発生はみない。このことは西日本でも

同様のようである。しかし緯度や海抜高が増して，気温

が低くなるところ程，危険地の割合は増してくるであろ

うことば考えられる。

これらの地形の変化などの関係は，今後さらに調査検

討の必要がでてくる。なお注意したいことは，従来西日

本では寒風害の発生が少ないようであるが，これらの地

方でもスギの造林地の海抜高度が増してくるにしたがっ

て，寒風害の多発が懸念される地域のあることが，示さ

れた巻唾である。

末爽ながら，本稿を草するにあたって，ご助言，ご校

閲をいただいた林試造林部長，加藤善忠技官，造林第一

研究室長，土井恭次技官に厚くお礼を申し上げる。
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5％乳剤を塗布しておく。なお薬剤のない場合は新聞

紙または油紙を2～ろ周まきつけてもよい。

ろ．成虫は早朝行動がにぶいので，時を見回って捕殺す

る。

溌織灘蕊蕊雛騨灘鐵

山地における

クリ園の管理について

－その5－

一
毛

中 原照雄

〔兵庫県・試林〕

コウモリガの罐部コウモリガ

幹に大きな穴をあけ，材部を食いあらす害虫で，この

被害をうけると，直接樹勢が弱まるほか，風雪害により

その被害部より折れたり，傷口より胴枯病菌の浸入をう．

けるなどして樹命をちぢめやすい。

被害部は幹の下部に多いが，成木になると，かなり高

い所の幹，枝まで加害する。また細かい幹，枝の場合

は，材中深く食入せずに，樹皮と辺材の間を環状に食害

する。いずれにしても，外部に虫糞や木くずでつづった

ブタをし，その周囲の樹皮がカルス形成によりふくらん

でいるのでわかりやすい。

成虫は普通2年に1回発生するが，年1回発生するも

のもある。5～6月，越冬卵よりふ化した幼虫は，当初

ヨモギ，イタドリ，チガヤ等の軟らかい茎の中に食入

し，ある程度大きくなってから（6～7月頃）旧毒主よ

り，クリその他の新寄主を選択して移動転換する。しか

し一部は，寄主転換を行なわずに，直接今年のびた枝，

鮒芽した新梢の根元等に食入することもある。この幼虫

は，この年，幼虫態でクリ樹の中で越年し，翌年8～9

月に蝿化し,9～10月に羽化する。羽化した成虫は夕方

とび回りながら交尾産卵する。

予防法

1．園内にあるクヌギ，ナラ等の切株や，ヨモギ，イタ

ドリ，カヤ等の茎の中に好んで寄生するので，これら

の寄生植物をとりのぞく。

2．寄主転換を行なう少し前に，坪刈を行ない，幹の回

りにB.H.C3%粉剤室たは，アルドリン2.6%粉剤

を1本当り1009程散布しておくか，または樹幹下部

（地上1.5m程度まで）ホワイトウオッシュやB.H.C

~

■

コウモリガの食痕と幼虫

駆除法

食入したものは見つけ次第，二硫化炭素にしめした綿

を少しちぎり，ピンセットで食入孔におし込象，その

上を赤土で覆っておく。二硫化炭素のほかにネコイラ

ズ，クロールピクリン,BHC,DDT粉剤，乳剤鵬

リンデン，燐剤等も効果があるといわれている。

シロスジカミキリ

材部をはげしく食害する害虫で，被害をうけたもの

は，コウモリガと同様に，樹勢が弱まったり，風雪害で

折れたり，胴枯病を誘発したり等して樹命をちぢめや奇
い◎

産卵痕は，普通，幹の下部の同じ高さの幹周に数個か

ら10鋤固みられるか，ひどい場合は，幹の下部全体に40‘

～50個程認められることもあるので，この被害はコウモ．

リガ以上に致命的と考える。被害部は樹皮がふくれて縦

にさけ，そのさけ目から木くずを外部に出しているが,．

ｰ
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木くずと｡一緒に樹液の流れていることもある。

2～5年に1回の発生で，成虫は5～6月にあらわ

れ，6～7月に樹皮をかんで（赤褐色の傷跡が承られ

る｡）産卵する。卵は1週間内外でふ化し，その幼虫は

材部を食害しながら生長し，10月頃成虫となって翌春15

～20ミリの丸い穴をあけ外部に脱出する。なおゴマダラ

カミキリ，ミヤマカミキリは2年に｡1回の発生で，成虫

は6～8月頃あらわれる。

予防法

1．カシ，クヌギ，ナラ等を含む雑木林をさけ，周囲が

針葉樹林で囲まれている所に開園する。

2．食害前，幹の下部にホワイトウオッシュまたは,B

HC3%乳剤を塗布し産卵をふせぐ。

ろ．産卵後間もないものは，切出しで卵や幼虫をとり出

してつ夢す。なお傷跡はツギロウかコールタールを塗

布し，愈合をはやめる。

4．成虫発生期，早期行動のにぷい時に，成虫を補殺す

る。

駆除法

食痕の木くずや枯死した部分を，先のとがったナイフ

カミキリムシの被害をうけ，二次的に胴枯病を藩発したク

リ樹

でえぐりとり，二硫化炭素にしめした綿を，少しちぎ

ってピンセッ1．で，その穴におしこゑ，その上をツギ

ロウで塗布するか赤土でブタをしておく。なお二耐上

炭素以外の殺虫剤についてはコウモリガの場合と同様

．と考えてよいだろう。

ハンノキキクイムシ

幹に穿入して材部を食害する害虫で，この被害のひど

いものは直接枯損するか，そうでないものも，樹勢が弱

くなって，数年経過するうちに再食入をうけたり，胴枯

病を誘発するなどして枯死するものが多い。

被害朧4～5年生まで幼若樹に多く，被害をうけたも

のは,展葉せず，催芽の状態で柚損するか，展葉しても
黄色い小さな葉を着生して，全体的に弱った感じをうけ

る。近づいてゑると，幹の下部程密に多数の小さい穴を

あけ，その穴から外部に虫錐を出している。

年2～5回発生で，越冬成虫は4～5月，新世代成虫

は6.下～7.下,次世代成虫は9.中～10.上,それぞれ発生

するもようで，これらのうち，クリ樹を加害するものは

越冬成虫だけと考えられる。越冬成虫は，枯損樹の地際

部や枯死した枝等で越冬し，4.上～5.下（気温15C･の

頃）に脱出し，4．下頃より食害を始める。食入した成虫

は材中深く孔道をつくり，5．下頃その途中に産卵して同

時にアンブロシヤ菌をうえつける。5.中頃ふ化した幼虫

は，このアンブロシヤ繭を食べながら，5．下頃蛎化し，

6.上頃羽化ついで下頃新世代成虫として母孔より脱出す

る。

予防法

この虫は健全樹にはほとんど加害せず，凍害をうけた

もの，排水の悪い所に植えたもの，あるいは，種だの原

因で樹勢の弱わったもの等に好んで加害するので，これ

らの原因を取り除くようにしたい。そのため，

1．凍害予防を行なう。（予防法については凍害予防の

項を参照願いたい｡）

2．排水の悪い土壌，地形の所には新植しない。もし，

このような所に植えたもがあれば排水満を設ける。

蕊驚驚騨騨識騨"".デ潔亨韓紫鵜騨､

ハンノキキクイム

シによる枯損樹

排水の悪い平坦な

尾根筋に植栽され

たもの
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被害外部（たれ下った虫糞が象える）
鐘

クリノオオアブラムシの越冬卵

謹
董
解
愛
謬
影
轆

畷ﾐ蕊識謹醗鱗
被害内部（母孔内に卵が象える）

ろ．樹勢の衰弱をふせぐ。

イ新植に際し，ヤセ地をさける。

ロ樹勢の弱い幼若樹に対しては，新梢の伸びが50～

80Cm程度にのびるよう施肥をする。

ノ、養水分の競合や水分の蒸散をふせぐため，樹冠下

部の除草や敷草を行なう。

二災害，虫害，病害等による樹の衰弱をふせぐ．た

め，これらの防除に努める。

4．環境を急激に変化させるプル開墾をさけ植生破壊の

少ない坪開墾を行なう。

駆除法

’成虫脱出前に，枯損樹および，被害大で将来見込象

のないものは，地際部を少し掘りおこし，なるべく低

く伐採して直ちに焼却する。また，秘疵した枝も，そ

の部分を鋸断し焼却する。

2．成虫発生期，幼若樹園およびその周辺にBHC1%

粉剤を2～3回散布する。

3．加害の始室る4月下旬から5月中旬にかけて，10～

15日置きに2～5回，幼若樹の幹に食入防止剤を塗布

塊蓑って樹液を吸收しているクリノオオアブラムシ･天敵
●

テントウムシもみられる。

する。しかし，現在までの所，完全な食入防止剤は見

当らず，当場の調査（未発表）では，バークサイド乳

剤（×20)，エンドリンおよび，エン1､ロン矛瞭I（×

5),T-7.6乳剤B(×50)のうち,T-7.5乳剤B

（×50）が比較的効果があるように思われる。

《
曇
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単に，既存遺伝子の組合わせが変わっただけなのに。

突然変異とは，そんな，「他の多くのものと変わった個

体がたまたま出現する」ことではない。「遺伝子そのも

のが変わる」ことである。（染色体や細胞質の突然変異

もあるが，いまここでは問題にしない｡）

最近の分子生物学の教えるところによると，遺伝情報

は，染色体をかたちづくるデオキシリボ核酸(DNA)

分子内の，クサリ状につながった塩基の配列の順序を暗

号として記されているという。4種類の塩基が交互に長

くならんでいるのだが，3箇ひと組となって，その順序

が各1種類のアミノ酸に対応し，それによって生成タン

パク質のアミノ酸の配列が決定され，それがひいてはわ

れわれの目に見えるいろいろの形質を定めるのである。

この核酸分子のかたわらを，放射線の高エネルギー粒子

（波動も1種の粒子と考えてよい）が通り抜けるとき，

個燕の塩基はいわばゆすぶられてこわれ，あるいは薗到

が変わり，暗号が従来と異なった意味を持つようにな

る。非常に大ざっぱにのべたが，放射線による突然変異

とは，そのようなものである。

綿密にねり上げられたエ場の設尉図をとりあげ，でた

らめに選んだ1箇所の設計を，いいかげんに変更した

ら，どんな結果が起こるだろうか。ひどい時は操業不能

なエ場ができ，そうでなくとも，能率の悪いエ場になる

に違いない。そのいたずらがかえってケガの功名とな

り，大変ぐあいの良い工場ができる，などということ

は，めったにないものと思わねばならない。

生物にしてもそのとおりである。その椎造，作用は，

多くの世代にわたって環境によって選びだされてきた，

調和のとれた設計に従って作られている。その一部を放

射線によってデタラメに変更して，それでかえってよく

なるなどという可能性は，ごく少ないものと見なければ

ならない。事実，突然変異の大部分は，その生物にとっ

て不利益になるのである。放射線をあてることによっ

て，スバラシイものがすく．にできる，というような考え

がいかに誤っているか，あきらかであろう。

林木育種

オヤオヤ集

〔第五回〕

岬軸鵬
戸田良吉
〔林試九州支場〕

《
《

(6)放射線育種の役割

原子力の平和利用の一翼を担って，放射線育種は現在

かなりの注目をあびている。林木の生産期間が長く，通

常の育種方法力麺用し難いだけに，放射線への期待もそ

れだけ大きいのであろう。しかし，その期待が，当座の

成果にむけられるならば，それは誤っている。つまり，

当分の間は，放射線育種は実用にならないのである。

しかし，そうはいっても，何も，それをやる必要がな

い，というのではない。それどころか，放射線利用の研

究は大いに進めるべきで，放射線育種場内に林木部門が

活動しているのは，非常によろこばしいと思う。

だのに，なぜ，上記の，水をかけるような発言をする

か。それは，放射線育種が，原子力という巨大なエネル

ギーをパックにして，何か魔術的な力を持っていて，今

にもすばらしいものを作り出すのだ，というような幻想

がかなりひろ蓑っているので，それが本来めざすべき地

道な努力の妨げとなってはならぬと考えるからである。

放射線は，「突然変異の誘発とその利用」をめざす，

有力な育種手段である。この「突然変異」という言葉か

ら，人為はとかく，すばらしいものが突然に，放射線を

あてることによって，生まれてくるように思いがちであ

る。実際，「突然変異」ほど，シロウトに誤解される術

語も少ないと思う。まるでわからなければ誤解のしよう

もないが，「突然に変る」と，一見きわめてわかりやす

い顔をしているので，仕末がわるい。一一苗畑をあるい

ていると，1本だけとびぬけて伸びている苗がある。そ

うすると，「これは突然変異でしょうか」とくる。茜た，

冬に，一斉に赤く変わったスギの中に1本だけ緑のがま

じっていると，これも「突然変異」にされがちである。

一

放射線育種の第1任務は，自然集団内では分布頻度が

非常に小さい遺伝子，近縁種（交雑不能のもの）には存

在するがその種にはない有用遺伝子，あるいは全く天然

には存在しない新しい遺伝子を，突然変異によって創出

することである。人為突然変異の実用化の第1号は，ス

エーデンのグスタフソン(AGustafsson)によるオオム

ギの短桿性品種であった。つ蓑り，桿が短くなるという

望ましい遺伝子を突然変異で創出し，それを他の優良形

質と組合わせたのである。このように，放射線をあびた

－18－
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ものがそのまま優秀な栽培材料となるのでなく，無数に

生じる有害な，あるいは無益な突然変異の間にまじっ

て，わずかづつ生じる有益な突然変異遺伝子を発見し，

保存し，それらの形質を持つ優良系統を作り上げるため

の逝伝子源として役立てるのが放射線育種であるから，

抵抗性育種のときにものべたように，そうとう長年月を

かけなければ，実用化はむりである。「ここしばらくは

役に立たない」というのは，そのような意味である。実

際には，働いてもらう分野はかなり大きく，抵抗性適伝

子の創出などが最もいそがれるのではないだろうか。

林木の放射線育種の第2の任務としては，そして，こ

の方が重要だと私は思うのだが，林木がどんな遺伝子を

持っているかをしらべる，遺伝子分析の研究がある。

林木は，1世代の年数が長いため，交配をくり返して

その子孫を観察するに適せず，そのた必，逝伝子の支配

があきらかにされ‘た形質というのは，まだほんのわずか

しかない。

逝伝子腫は，前にものべたように,主働遺伝子(major

gene)とポリジーンとの区別がある。個との遺伝子1箇

の作用の小さいポリジーンは，量的形質に多く見られ，

主要な生産関係の形質に多く，統計的な方法で研究され

る。1箇もしくは少数の遺伝子の変化が顕著な影響を形

質の発現におよぼす主側遮伝子は，交雑によって，つま

り，その子孫における分脚隊上の分析によって研究される

のだが，前述のとおり，林木でばまだほとんど手がつけ

られていないと言ってよい。どんな形質が主側遺伝子の

支配を受けているかについても，若干の例を除いては，

童だわかっていないのである。

突然変異ば主働遺伝子ばかりでなく，ポリジーンにも

起こり，事実照射によって，より優良なポリジーン系を

持つ個体が出現することもあるようだが，林木のよう

に，集団の変異幅が非常に大きい場合には，わざわざポ

リジーン系の突然変異を求める必要もない。また，ポリ

ジーンに突然変異が起こっていても変化がわずかなため

に認繊され難い。そのため，放射線によって創り出され

る突然変異の研究は，すぐそのまま，林木の主働遺伝子

の研究につながって行くのではないだろうか。

遺伝子分析のためには交雑が欠き得ない手段であっ

て，放射線だけではその研究を進めて行くわけに行かな

いが，自然集団中に対立遮伝子をさがしまわって研究材

料とするのにくらべると，変異遺伝子と，もとの遺伝子

とを対比させる研究をつ象重ねて行けば，放射線の利用

により，多大な知見が得られるであろう。

放射線育種は，こと林木に関する限り，当分は実用と

いうことを考えず，林木の遺伝現象，特Iこ主働遺伝子の

種類とその遺伝様式をあきらかにする研究活動に集中す

べきである。育種というのは，遺伝現象のコン1､ロール

である。コントロールするためには，知ることがまず第

1の必要条件である。突然変異の利用が，主として主働

遺伝子に関連することはあきらかだがその主鋤遺伝子に

ついて何もわかっていないのに，すぐ．に実際的成果を要

求するのが無理だということは，何人にも異論がないだ

ろう。まず，研究に集中せよ，そうすれば，成果はおの

ずからその間にあがって来るものと信ぜられる･

(7)育種という事業

私は，旧著の中で，育種が試験研究でなく事業だとい

うこと，一定の目標をかかげ，それに適する材料を，定

められた方法でつくり上げる事業であって，橋をかけ，

建物をたてるのと本質的に連いばない，と強調した。

この考えは，今でも基本的には変わりはないのだが，

近頃では，あまり言わないことにした。それは，事業だ

ということが強く印象づけられたため，林木育種場は試

験研究などに緑のない事業場として設置され，いまその

修正に大層骨をおっているところだし，蓑た，事業であ

るからにほ，林業技術者であれば誰を持って来てもやれ

るという，安易な人事がおこなわれている現状にあきた

らぬからでもある。

事業であることを強調した拙著の中でも，「シャクシ

定規のぎか鐘事業であり，研究者の眼をもって」遂行さ

れねばならぬ，と書いておいた。だが，このようなツケ

タシは，簡単に無視されてしまうものらしい。しかし，

考えても承よ'大きな建築物や橋梁の設計を行なうの

は，大学の教授などの研究者である。その工事の指揮を

するのは,-1-分の教育を受け，経験をつんだ専門家であ

る。合成工業の技師をいきなり東京タワーの建設主任に

したって，うまく行くはずがあるまい。

育種場の初期の経営課長要員は，事前に6カ月の育種

研修を受けた。これでさえも，事業担当者とし十分であ

るとは考えられないのに，その後はこの種の研修さえ全

くおこなわれず，一般の国有林事業にあたっていた人為

がそのまま入って来ている。育種という仕事を，あまり

になめた仕打である。（その人倉にでなく，そのような

人事のあり方に文句を言っているので，ご了承を乞う｡）

林木は，遺伝の研究材料として最も不適当なもののひ

とつであるから，育種に着手する前から遺伝現象があき

らかにされていることなど，全く期待できない。つま

り，林木の育種はつねに，いわば海図のない未知の大洋

へ乗り出す探検船のように，未知を含んだ計画をたてね

ばならず，その事業実行は常に，なかば実験であり，計
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画はつねに，実行結果にてらして修正されねばならな

い。そういう意味では，試験研究となんらの差もなく，

だからこそ，私は，「研究者の眼」が必要だ，とのべた

のだ。その意味を言いかえれば，次のように言えよう。

育種事業の，理想的な，担当者は，計画の持つ特色，

他の計画と比較した場合の利害得失を，完全に理解して

いなければならない。彼は，実行成果を計画と比較する

にあたって，単に達成率等によるのでなく，計画そのも

のが対象に適切であるか，特に障碍があった場合，それ

が全計画にどの程度の打撃を与えるものであるかをいそ

ぎ判断して，適切な対策をたてねばならぬ。また彼は，

過去のいきさつにとらわれず，常にあらゆる可能性に目

を注ぎ，それらの価値を比較し，しかも過去からのつな

がりをも考慮して，亥孵の最良の方策を決定せねばなら

ない。

以上は，ずいぶんよくばった注文であるが，要は，林

木育種の仕事は，定常状態に定童ってしまったものでな

く，自主的な判断で対処して行かなければならぬ，とい

うことである。採穂園をつくるつもりではじめた仕事で

も，サシキの成績が悪ければ，さっさと見切をつけて採

種園に変更せねばならぬ。サシキの方法を研究して活着

率をたかめる，という行き方もあるが，上のふたつの行

き方のどちらをとるか，それば，利害得失の自主的な判

断にまかされねばならない。単に，最初の計画だから，

とか，「指針」にこう定められていみから，とかのため

に，馬車馬のように突進するのは，育種担当者として

は，はなはだ望ましくない態度である。

国の仕事というものは，担当者が自主性を発揮するの

を好ま鍾ものであるらしい。法律，政令，通達等，なん

らかの根拠にしたがって行動し，自分の意思をまじえな

いのが，最良の公務員であるようだ。そうすれば，公務

員は，善良な公務員であるほど，上にのべたような育種

事業担当者として，失格である。

林業以外の部門の育種が，それぞれ試験場においてお

こなわれているのを，単に便宜的なやり方と見ていたの

は，大きな意ちがいであった。公務員の中で，ある程度

自主性を容認され，奨励されてさえいるのは，研究公務

員だけである。つまり，国が実行する育種は，試験場で

しかおこなわれ得ないのではないだろうか。こう考える

と，育種場をも研究機関にしてしまうのが当然のように

も思える。

現行の，国の育種事業は，その実行の主体は都道府県

および営林局であって，その総括統制は林野庁が行な

い，林木育種場の役割りは，制度上，きわめて補助的な

ものにすぎない。つ重り，育種を，研究的な眼で見なが

ら遂行して行くには，最も不適当な体制になっているの

だ。いま急にこの体制をくずすのは，できることでもな

く，また決して望萱しいことでもないが，将来のことを

考えると，もっとすぐ・れた体制が考えられるべきではな

いだろうか。

批判ばかりに急で，こうすればよいだろうという建設

的な意見がほとんど出なかったが，急ぐ．ことではないの

で，まず大いに論議の盛り上がることを期待して，この

穂を終る。

考えてみると，多額の経費，ぼう大な施設，さらにま

た，担当者の深く広い知職とさまたげられぬ自主性とを

必要とし，同時に，その生み出す成果あるいはそのため

の手段でさえもが種苗行政と密接なつながりを持つとい

う，「育種事業」なるシロモノは，何とやっかいなもの

ではある。 （終）
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花粉分析法による能登半島

のアテ林の成因について

■L戸

扉＝屋一h

山 崎次男

〔京都府立大学教授〕

I,g'一出口･･毎窄、､蓋＝＝鐸F一…一四函凸』ロー』四画…z震1写や唖…産雲E…旦屋竺罰｡､_’

能登半島に分布するアテ林の成因については種凌の説

がある。伝説によると，1584年泉宗雲なる者が，奥州よ

りヒバの苗木を持ちかえったのが元祖となったとされて

いる。また一説によると，加賀の藩主松雲公が津軽地方

から移入したとある。出村健治氏は，能登のアテは,奥

州から移入したものであるという伝来説をたててい為。

しかし，昭和26年，田中･鳥羽・小田氏の能登アテ林実

”
桙蒟麗一花粉粒の外部形態棟

式図。

第2図電子顕微鏡によるヒパ(Thyjopsisdolabrata)

花粉のレプリカ写爽，この写典は花粉粒の側面観像の一部
を示している。

蕊
第3図電子顕微鏡によるヒバ(ThyjopsiSdolabrata)
花粉のレプリカ写真。この写典は，花粉粒の腹部観像で'g

zの部分は発芽瀞を示している。

態調査報告書によるとアテ天然林の存在説を有力視して

いる。

なお分類学上においても，多少見解の相違がある。林

弥栄氏ほ，青森のヒノキアスナロと同種のものとし，岡

本省吾氏臓，木曽のアスナロと同種のものとしている。

筆者は，これらの問題を含んだ能登のアテ林の成因に

ついて，花粉分析法を適用して研究をつづけてきたので

ある。

花粉は，それぞれ特徴ある形態をそなえており，光学

顕微鏡によって，植物の種類，ことに樹木の種類を同定

することができる。

ヒバの花粉は，光学顕微鏡によってゑると，第1図の

ように直径30脾程度の小さい球状体をなし，1個の発芽

孔をそなえ，膜而には，微小なばん点状物が分布してい

る。さらにこれを電子顕微鏡で象ると第2図および第5

図のように，そのはん点状物はコンペイトウのような外

形をそなえているのである。

花粉膜は，スポロ兼レーンと称する炭素化合物によっ

てなり，化学的に頗る強靭な性質をもっている。そのた

あ，泥炭・亜炭・褐炭・瀝青炭・砂岩・頁岩などにおい

ても，長年の間化石となってその外形が保存せられてい

る。しかし，この保存度については，樹種によって多少

の相違があり，ことにヒバは，保存度のもっとも悪い樹

種である。この点花粉分析法によるヒパの研究に味若干

の難点が存するところである。

花粉分街法はこのような花粉の性質に基づき，石炭類

の中に含童れている化石花粉を，化学処理によってでき

るだけ濃縮して，顕微鏡下で，樹木の種類を同定し，百

分率を求めて，その時代に繁茂していた森林構成状態な
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第4図能登半脇における第三紀中新世の花粉分析結果
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第7図能登半島における第四紀上部洪積世の花粉分析結果
ｗ
》
訳
坦
１
２
３
４
５
６
７
’

一
蝿
庇
ｍ
－
０
５
ｍ
鴫
鋤
鱈
”
一

閥、 |瀦|…’ |:ﾝﾇ|,､,“|プ票I
一Ⅱ

ll

p■■■■■■ロ’｜

■■■頃f職5錨智l■■■■－~･1‐

■■■…薗：A:■■■－［

■■■目正一IJ1

－■

§頁｢･‘■■■■■■■■■■－il
■■■舞■■■■■■■■l

匡囑一一I

｜
昨
代
一
第
四
縄
上
部
洪
識
世

聖
霊
壼
一

やー

ンフ

カンパ

ア
ナ

『
排
ロ

サワ

グルミ

回
■
■
■
■
■
室
■
■
■
画
■
画
■
酉
■

トネ

リ．

シナ

ノキｺﾂ.ﾗ’ソガ 弍守ﾞン ス ヤヅ･訓 ハンノ炎 ブナ クIjケャ鈴 カエデ ミズキ

]‘2F､戸部H灯到.君J1二Jな
■■■■■■■■■■■

驍心.癖涯一〃・■

１
２
３
４
５
６
７
》 篝

９
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
胃
？
６
財
■
■
０
８
■
日
】
■
■
ｑ
■
８
８
■
■
■
日
■
一
日
■
■
■
■
■
■
。

里里91
里｜
■■■l

＝！
ーI

グ

‘02040CO80100
。．．.・（％）

第8図青森県十和田沼における沖積世の花粉分析結果
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■

ア，ヌマスギ，コウヨウザン，スイショウ，フウの各種

が生育していたことは明らかである。しかも，これらの

樹種が第5図に見られるように鮮新世の末期において絶

滅しているのである。この時代は，筆者が，1956年に山

形県の鮮新世の亜炭を資料として発表した，日本におけ

るTaxodiaceae(スギ科）の絶滅期に当るものと思う。

いま一つの特徴として，強調せられる点は，中新世に

おいては，ヒバとスギは全く発見せられないことであ

る。スギは，第5図に見られるように鮮新世における資

料4のところにおいて，ヒバは資料1のところにおいて

侭じめてあらわれている。この結果から承れば，能登半

島においてはスギおよびヒバの出現したのば，鮮新世の

末期近くであると承なければならない。しかもスギの出

現がヒバよりも少し早く，ヒパの出現は筆者のいうTax.

odiaceaeの絶滅期の頃であったと見るべきであろう。

洪積世にはいって，第6図および第7図の如く，下部

・上部洪職世においてはヒバは常に出現している。しか

し，洪積世における森林構成状態は，第三紀の中新世，

鮮新世の森林構成状態とは頗る異なるものである。すな

わち洪積世になっては，現在能登半島に分布している樹

種とほとんど変わりなく，ただスギの頗る優勢なヒバを

伴う森林が支配していたものである。気候的には，ハン

ノキが相当優勢な点から承て，現在よりも湿潤冷凉であ

ったとみるべきであろう。

能登半島において，いまだ神職世に堆溌した適当な泥

炭地を発見していないのは遺憾であるが，第8図に示し

た青森県十和田沼（青森県南辮怪郡大鰐町土居十和田

沼）の分析結果は，本州最北部に近い青森県における沖

稜世の一例である。十和田沼というのは，現在ヒバの優

勢な森林にかこまれた泥炭地であるが，ヒバの百分率が

スギよりも低位になっている。これは，前述したように

ヒバの花粉の保存度がスギに劣る結果のあらわれである

と見るべきであろう。いずれにしても，十和田沼付近に

おいては，沖積世の相当古い時代から，現在のようなヒ

バの優勢な森林が支配していたことは確実であろう。

能登半島における洪積世のヒバの花粉の出現率から承

ても,相当量のヒバの混合歩合を推定することができる。

要するに，能登半島におけるヒバは，第三紀鮮新世の末

期にスギよりも少しくおくれて出現し，下部および上部

洪積世を通じて相当量分布していたことは確実である。

能登半島において，現在のところ沖積世における賓料が

欠除しているとしても，今日までの一般例から象て，ヒ

バが沖積世において絶滅するということは，とうてい考

えられないことである。現在，能登半島において，相当

なる面積をしめるアテ林の造林木の起源はともかくとし

て，能登半島においては，鮮新世の末期から，洪祇世・

沖績世の頗る長い時代にわたって，ヒバは天然に分布し

ていたということを認めざるをえないのである。

曇
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１
１

第一図
一

杉の樹型の類型
スギの整樹

×××

東北裏日本積雪地方における

育杉技術に関する一考察

、

柴田豊太郎

〔加藤嘉八郎酒造株式会社〕

1

一

はじめに

筆者は過去十数年にわたり，雪害をうけては復活する

運動を毎年繰返すスギの生態を観察し，スギ自体の特性

を生かし，かつそれを助成するという技術視点が実際造

林上不可欠のものであること，また被雪害地方において

はことさらにこのことを重視すべきものと考えるように

なった。

こうして，いま仮に「整樹法」と名付ける一技術を考

案したが，それを筆者が管理する約5万本のスギに施し

たところ，ほぼ所期の効果を示すことを象とめたのでそ

の概要を紹介することにした。

1．スギの棚型について

本来，スギは「直きを以って尊しとなす」といわれる

通り均整のとれた型態をとって通直に生育する特性をも

つ。この特性をうまく利用して諸害によって生じた樹勢

の乱れを正常化するようにするのが整樹技術で，それを

行なうにあたっては秋雪地帯におけるスギの生態を知る

ことが重要である。

（1）積雪地帯におけるスギの樹型

植栽後15～20年位の諸種の立地条件別の樹型は一見き

わめて多様であるが，樹木の基本型は第1図に示すよう

に4種に類別することができる。この樹型は外囲条件に

関係していて，ことに雪の被害と密接に関連する。

（2）雪害と樹型

スギはその樹体を撒成する諸器管を前述の「特性」に

従って自然条件と調和を保つ方向に変化させて体制の維

持をはかる。

枝は主幹優位の原則にもとづいて活動期には旺盛な活

力をあらわし，その後は逐次成長が衰えて自然落枝にい

たるが冠雪によって幹が曲げられて，それが融雪によっ

第二図倒伏幼樹の復活する過程

一

－24－



グ

て直立するようなことが毎年繰返えされると，まえにの

べた特性は箸るしく乱される。一殿乱れを生じた樹木を

そのまま自然に放任すると上長生長によって直立化する

際に樹勢を平均化する傾向をたどる過程で二次的な乱れ

を誘起して樹型は全体として著しく均衡を欠いたものと

なる。（第2図）この種の悪循環は閉鎖後もひきつづき
繰返えされる。

第2図は倒伏幼樹の直立過程を示す。

倒伏樹の直立化速臓は，幹の木簡化に伴なって次第に

緩慢となり放任すれば伐期になっても「根曲り」の大き
い不良材となる。

また倒伏から直立にいたる途上での着枝の状況をゑる

と，届IIlli部の枝は他のものに比較し異常に発達して幹の

立直りを遅らせ，芯部が直立した後も不規則の粥注枝を

発生させて樹勢を不平均化してます

童す雪害をうけやすくしている。

がってその施業ほ旺盛な上長生長期に入る時期すなわち

植栽後2～3年目位から行なう。整櫛の効果は四季のう

ち生育の旺盛な梅雨期ついで秋の生長期ほど著しいので

この時期を適期とする。

整樹開始樹齢と強度については生長の旺盛なものほど

早期に（2～5年後）かつ強く，劣るものほど遅く（5

～6年）かつ軽度におこない施業の頻度も木の活力度合

に応じて配慮する。

（2）整樹の実施法

その大要を示せば第5図の通りである。以下当地方の

スギの4種の被害型について整樹枝法の概要を述べるこ

ととする。

i)北，東ならびに北東の急斜面肥沃地では旺感な

生育を示すが，徒長しやすく，雪害も大きく受けやす

ご
《

第 三図整樹法

（3）幹と枝

整樹法は，木の生長が最も旺盛な

段階で枝を落す技術であるからそれ

を適用する場合，幹と枝との動的関
尖姻

係を適確に把握することが必要であ

る。

通常の条件の下では枝は必ず規則 屈曲部｛
より切I的な一定の転機を経るはずである。

しかしながら，雪害等によって生長

の主動性を担う芯が失われるかある

いは弱められたりするときにばそれ

らに代るべき新しい主幹を用意する

かの如く一部の枝に幹としての性格

があらわれる。主幹の発達に寄与す被害の大ざも
る役割を失う枝は次第に主幹と競合縫騨鰯
するものと転化して幹と不均衡に肥切除する

大し，雪害に対する抵抗性がある程

度形成された後も幹にとって寄生的

な存在になると考えられる。不平均

枝の上部の幹が不連続的に細くなる

のはこのような犠構にもとづくもの

であろう。

2．整樹法
刷曲部は基部より

（1）技術の要諦切除する
整樹法はスギ自身の復活力を強め

て直立化を促し，なおかつ屈曲部に

発生した不良枝を除去することによ

って樹勢を整え，謂睦する枝の不規

則化を未然に防ぐ技術である。した

尖蝋より

屈曲部は韮
より切除

2．魅哲鍍諜型

切除枝の基部より
新生技が発生し、
約1カ月位後に上
畏生長を始める

被害の大ぎい樹に
られる蛾も不良な
技で必ず避部より
切除する

垂

莱色が黄褐色から
緑色に変り若果現
象が観察されなく
なって後上長生腿
を始める
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い。特に斜面の勾配が急で山すそが短く沢が深く切れて

いる場合ほどこの傾向が大きい。このような姻膠では樹

勢が旺盛なために復活も早いがそれがかえって樹型の不

整化を促している。したがって整樹は植栽後上長生長を

はじめたら直ちに実施するのがよい。

切除する枝は第5図に示すように第一に屈曲部のもの

でこれは基部から切り落す。同時にその上の枝は必ず尖

端を切除して補助枝として残す。これは枝下を肥大させ

て主幹の徒長を防止するためである。このようにしない

と整樹後10日位で基部切除枝の上の枝が同様の不平均枝

となる。植栽後10年以上経過し，幹が30°以上も傾いて

いる場合，山側の枝の特定のものが特に発達し主幹の性

桔をおびるようになる。また同型の樹体で山側に不平均

枝がないときには新しい芯が萠芽して発達する。この種

の枝は傾斜した幹の復活を特に遅らせるので必ず基部か

ら切除する。

この作業は梅雨期におこない秋に再び乱れが承られる

場合にはその不平均枝の尖端を切除する。

ii)北，東ならびに北東面の緩傾斜肥沃地あるいは

西南面山すその肥沃地ではスギの生育が，一般に旺盛で

樹型の乱れも少ない。したがって良質良形の苗木もこの

地形に多いが。このような緩傾斜のところでは雪害は受

けても軽度で，整樹による反応もきわめて早くて即日効

果をあらわす例が少なくない。

iii)冠雪被害型のものは，植栽後7～8年から15年

前後までの間に最も多くあらわれて，被害程度も大きく

その復活も遅い。

第3図の2に示するように発生1～ろ年目の枝（本来

この枝が主幹の発育に最も寄与する枝と考えられる）が

最も乱れるため，スギは全体として生育停止の状態とな

る。復活の特に遅い乾燥地では藥色も著しく黄褐色とな

り着果することも多い。このようなものに対しての整枝

は不平均枝の尖端を切除する。このとき被害軽度のもの

は樹勢が上部に移行するように見うけられるが，強度の

ものは整枝数日後に切除枝の基部より無数の新生枝を発

生させて，約1カ月後に上長生長を開始する。

iv)乾燥地の場合，土壌が乾燥していれば有機物の

蓄積は少なくて，生育に最も不良であり上長生長もきわ

めて緩く，しかも枝の承が繁って主幹に比して異常に太

い枝が形成される。葉は一般に黄褐色を呈し，時にはま

た着果も著しい。

このような状態で経過してある程度ウシ閉すると樹勢

がつき上長生長が盛んとなるが，このような時に冠雪の

被害をうけやすくなる。すなわち当地方の「鳥口」と称

する「幹割れ｣，あるいは｢芯折れ｣の被害現象などがあ

らわれる。

整樹は樹勢の状態によって加減するが，原則としては

なるべく継ぐ回数多くおこない葉色をよくゑて茶褐色か

ら緑色に転ずるにしたがって徐,2『に整枝の度を強める。

整枝開始時期は植栽後5～7年目が適当であろう。

このような乾燥地のスギは放任しておくと，枝は全く

不規則に発達してあたかも特異の品種であるかのような

外観を呈し，伐期も60年から80年にも及び，しかも不良

材をつくりやすい。

したがってこの種の土地に対しては植栽する樹種を変

えるか，あるいは植栽密度を高めて早期に林地を被覆す

る手段を識ずべきものと考える。

おわりに

以上で，詞上裏日本被雪害地方におけるスギ林管理上

の一技術を紹介したが，現段階ではなお筆者の十数年に

わたる種掩の試象から導き出されたいわゆる経験技術の

域を出ない。

しかしながら，本法は筆者の経営するスギ林に適用し

てよい結果を承とめているので，今後この問題の基礎研

究が諸研究機関により科学的に行なわれて，普遍性を賦

与されることを切望するものである。

終りに，本研究を遂行する上で多大のご指導を賜わっ

た山形大学農学部佐藤正弘博士と山形県田川地方事務所

林務課，林業改良指導員斉藤裕氏，加藤嘉八郎酒造株式

会社燕長加藤嘉八郎氏に深く感謝の意を表します。
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最近の林業技術

（新刊）
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浅川澄彦著定価150円
（〒40円）

No.7蒸散抑制剤の
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三宅勇箸定価150円
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（〒40円）
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ジベレリン処理は7月17日，同22日，8月9日，同18

日の数回，噴霧器によって行なった。

噴霧器がないときには，直接バケツの中へ入れて洗う

ようにすることである。

以上の方法でえた結果を示せば下表の通りである。

2．花芽分化の時期

上表でも明らかなように，この研究で明らかになった

ことは，着花促進の結果が10月下旬～11月上旬に花芽の

着花を認めていることからその花芽の分化はヒノキより

もやや遅いとされることである。

つぎに，雄，雌花芽着花の位置であるが，雄花は幹の

下部と上部に，雌花は中部のやや上位に，また雄花は雌

花より低い位置にある習性を認めた。（図，写真参照）

雌・雌花の形態図」

（雌花を典上から見た形態）（先端は黒色）
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ジベレリンによる着花促進

棚 倉田信
撒

醗CEJII県林木育種場〕
‘
=三三ﾆー ｰー ｰー ﾆーー ｰー ｰ
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はじめに

アテはいわゆる「能登のアテ」として，文治5年今か

ら約三百数十年の歴史を保持されてきたが，現在行なわ

れている挿木法による苗木養成法がとられてきたのは今

を去る約50年前で，石川県輪島市三井町新保，小山増太

郎氏が，林間に挿した苗を畑地に床替して造林地に植栽

したのがその起源と言われている。

それ以前は直接「アテ」の枝を造林地に挿す直挿し造

林で，その方法は今なお各地で見受けられている。

「アテ」が三百数十年の年月を経た今日までほとんど直

挿しで実生苗による造林は穴水町字河内に10数本を数え

るの象であるのは，「アテ」が他の樹種に比べて着花し

ないことに原因があるとされて，その改良もそこに問題
点があるものとされる。

そこで，この樹の改良には着果と結実の促進が重要で

あるので，ジベレリンを用いてその促進をはかったが，

やや承るべき結果がえられたので報告することとする。
1．実施方法

「アテ」の着花，結実の習性についての文献は皆無に近
い。そこで1年間その観察を実施したがそのジベレリン

処理の時期は鯛を（花粉）は6月～7月，雌花（球果）

8月～9月力麺当であると思われたので，その時期を選
んだ。

ジベレリンにはいろいろあるが，この研究では新型ぷ

どう用武田ジベラ（順粒）を用い，濃度は300ppmとし

た。しかし実験の結果200ppm,300ppm,500ppm位に

分けて時期と濃度を組合せて學なければ，本当の暹鐵を

うることができないことがわかった。

ジベレリン如琿に

垂

砂

(雌花）（雄花）
r雌花」は灘茶色『雄花」は黒色を呈する．

梱孟

字ごL～

懲

むすび

「アテ」にはジベレリンの効果があることを認めたの

で，本年度はいよいよ袋掛を行なって，人エ交配を行な

い懸案の交配による改良を行なう予定である。

リン処理による花芽分化の促進表

品種
一

クサアテ

樹齢｜供試本数
10年生|8

処理年月日’
昭39.7.17

昭39.7.22

刻
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－
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時
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一

両者とも北海道でも稀に見るエゾマツ，トドマツの美林

と称せられる針葉樹の天然林であった。一つの場所で

は，風倒木はチップ製造の移動機械を入れて末木技条ま

でキレイに捨去し，続いて地ごしらえを終り，トドマツ

の造林を行ない手入れをつづけた。他の場所では，大中

径材をあらかた搬出しただけで，その跡地は，その藍ま

に放置された。現在どうなったであろうか。

前者は普通の人エ造林として可能な多大の努力をつづ

けたにもかかわらず，失敗に帰して，笹やイチゴ類の繁

茂する一両の荒蕪地となって，今後の成林を望むために

は何とも手のつけられないものになってしまった。後者

はわずか10年の歳月がそこに森林を蘇みがえらしてきた

のである。いち早くカバ類が侵入し，その樹冠保護下に

針葉樹がぞくぞくと成立して，将来に大きい期待がかけ

られるものとなったのである。

わたくしは，過去長い間の努力によって穣象重ねられ

てきた造林技術が「無用の長物」であるというのではな

い。ある場合における技術を過信して，それがどんな場

合にでも適用できるよう錯覚を起こすことを怖れるので

ある。そして，造林技術は，どこまでも「自然の厳しい

淀」にそむいてはならないことを反省したいのである。

八ケ岳を歩いている時，こんな話が出た。「場所によ

っては，シラベが密生しすぎていて，ほとんど肥大成長

が望めない。強度に間伐してはいけないだろうか」かか

る密生力所は，尾根筋か，または表土が浅く，しかも，

それが粗霧なところとに多く見られるものである。その

ことは，高寒地の荒い気象，特に強風に抵抵して森林が

成立するための「自然の淀」なのではないだろうか。好

還境における場合の間伐方法を，そのまま，ここでも用

いるとすれば「角を矯めて牛を殺す」の悔を残さないと

も限らないのである。

伐採が次第に奥地に入り高所にのぼるに従って，造林

には厳しい自然還境の場所に入ることが多くなった。こ

の八ケ岳の例に限らず，多雪地帯のブナ林の伐採跡地の

スギ造林の問題もある。そして，かかる所では既成の造

林技術からすれば4輪陰なことのように見えることが，か

えって目的を達することがある。しかしそれはそれなり

に，従順に「自然の徒」を理解し受け入れた，より高度

の技術ともいえるのである。

11

林
業
随
想

然の淀自

近藤助

〔森林経営研究所長〕

カラマツの造林地をぬけ，次第に高度を増して海抜

1,ろ00～400メートルを過ぎる頃から高寒地特有の針葉樹

林地帯に入った。シラベ，ダケモミ，コメツガ，トウ

ヒ，それに少趣のダケカバ，ナナカマドなんかを交えて

いた。

10月末の秋晴の好天気に，わたくしは長野県のある林

業会社を訪れ，そして，すぐ・，その足で八ケ岳山菜の一

角を占める同社の所有山林に出かけたのである。

こんな高地にまでも林道が延び，どんどんと伐採がす

すめられるようになった。しかし，それはよいとして

も，林業経営ともなれば，現地の経営担当者達には，初

めての経験である寒冷地の更新を如何ようにするかにつ

いての悩承があった。信州が誇こるカラマツといえど

も，この場所がもつ気象と土地条件からして，人エ造林

の成果はあやぶまれた。シラベの山行苗を2，3年畑で

謎成して山出しする方法も考えられたが，それはあまり

にも手間がかかりすぎるように思えた。

もし，天然更新によって針葉樹の後継林を上手に成功

さすことができれば，それに越したことはない上に造林

技術上も興味がないではなかった。そのために，一つの

試象として勇敢に梢状伐採を実行した。しかし，その伐

跡地には笹が密生したり，雑草，瀧木が生じて，予想の

ごとくはなりそうもなかった。林内には，ところどころ

風害跡地と覚しき開放地に広葉樹を上木にもった針葉樹

の美事に更新したものがあった。この成長を促がすため

に上木の広葉樹を除去したら，それらの稚幼樹は寒乾害

や霜害を受ける不安が伴った。良いことと信じて行なう

かれらの造林技術がどうしたことか裏目裏目に出がちな

のである。

ここ，10年来，わたくしの毎年の北海道旅行で教えら

れたある事実を掲げて象たい°それは昭和29年の15号台

風によって全滅に近い大風倒被害を受けた二つの場所に

おける，その後の経過についての比較である。風害前は

一

△

r1MT就斌卯R”凶1f刺刑TTTIWI』WEⅧInrHFWmTInEjIT叩ⅧZ】】'』00匹

程

ながらくご愛読ありがとう言

ございました。今回で完結

といたします。
】弓ﾛﾛﾛ凸凸l■TEzp■l■1■凸G■ﾛDDOUdDMOp凸gqpppUU9pUUO4■lpdOUpDQ4q
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林野の鳥オシドリ

晩秋から初冬にかけて，平野部の沼や湖にオシドリが

どっと渡ってくる。水鳥のオシドリを林野の烏としてこ

こにあげるのは，当をえていないと思う人も多かろうと

思う。しかし，オシドリは立派な林野の鳥なのである。

水かきのある林野の鳥，これはけっして「木にのぼって

魚を求める」のたぐいではない。

静かな水面をオスとメスの2羽が，いつも連れだって

泳ぐさ室は，いわゆる「おしどり夫婦」の言葉のとおり

である。この水上生活は，かれらの生活のすべてではな

く，秋から冬にかけての一断面にすぎない。これに反し

て春から夏は，まったくの林野の‘鳥なのである。このお

もしろい習性についてば，あまり知られていないので，

四季のうつり変わりにともなうオシドリの生活を，ここ
に紹介しようと思う。

オシドリという鳥

オシドリは水かきがあるし，くちばしを見ても完全に

水鳥のなか童である。動物学的にいうと，ガンカモ科の

オシドリ属の鳥で，ウスリー・朝鮮・日本・中国東部．

台湾に分布している。いわば，アジア東部にだけ生息す
る代表的な鳥なのである。

わが国では北海道・本州・九州に繁殖しているが，四

国からはまだ報告されていない。しかし，おそらくここ

でも繁殖しているものと考えられる。先年，奄美大島へ
採集旅行に行ったおり，ここの最高峰である標高698m

の湯湾岳にのぼったとき，その中腹の溪流にそった亜熱
帯の林のなかで，’羽のオスに出会った。6月中旬のこ
とであったから，多分ここでも繁殖しているのであろ
う。

オシドリのごく近いなかまに，アメリカオシドリとい

う租瀕がいる。その名のとおりアメリカ大陸の西北部に
生息するが，オシドリほど美しくなく，全体に緑色が強
い。動物園に飼われていることがあるから，よく見かけ
ることがある。さて，この両極は外見でくらべると，ご

く近縁になるのであるが，わが国の細胞学による分類で
は，外見による血縁関係より遠いものであることがわか

った。このことについては，世界の学界の謡遁になって

いる。そして，この血縁や分布について学説が発表され

ている。これによると，オシドリの祖先はアメリカ大陸

にいた。それがしだいにアジア東部に移りす象，やがて

太平洋の成立とともに，アメリカのものと，アジアのも
のとの交流はなくなった。このため両方のものはそれぞ
れの方向に進化して行き，しだいに独特の形態をもつよ

うになってしまった。この両者をくらべてゑると，オシ
ドリはアメリカオシドリより美しく整っている。したが

ってこの場合は，アメリカオシドリを原型と考えるのが
動物学的な常識である。

オシドリの生活

世に「おしどり夫細の代名詞があるくらい，この烏
は夫姉なかがいい。鳥のうちには，繁殖が終ると夫婦わ
かれしてしまう組と，そうでない組とがある。前者には
夏鳥としてくるキピタキ・コマドリなどの大部分が含ま
れる。後者にはツル・ガン・カモなど，冬鳥としてくる
ものに多い。オシドリは，いわばその代表的なものとい
うことができる。

秋から冬にかけて，平野部の湖沼に群れをなしてくる
もののなかには，ウスリーや千島で繁殖したものもあろ
うが，その多くは北海道から東北地方で繁殖したもので
ある。この鳥は落葉広葉樹林滋おもな生息地としている

から，本州では標高1500mぐらいまでの林に繁殖する。
このため適当な営巣地さえあれば平地でも産卵する。そ

のよい例は，皇居で繁殖するものである。このほか東京
都内でも，上野の不忍池に近い旧岩崎邸の庭でも繁殖し
ていた。いずれも静かで安全で，営巣に便利な大木の穴

などのあることが条件になっている。林業関係者の慰霊
塔のある東京都下八王子市の筒尾山でも，大正のはじめ

までは，慰霊塔のある付近の林でも繁殖していた，と古
老たちは話している。標高600mのこの付近は，静かで
ありさえすれば繁殖地として燐薗なのである。

巣は大木の4～10m高さのところにある穴が多く選ば
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れる。ときには石がきのあいだなども利用するから，巣

箱をかけてやれば，よろこんでそれに産卵する。皇居で

は古くからオシドリ用の巣箱がかけられている。この巣

箱は，小鳥用のものを大きくした型でよく，間口5Ocm,

奥行30cm,深さ50cm,出入口は直径10cmぐらいのも

のでよい。四斗だるをかけて成功した例もある。巣はカ

ホン科の枯れ草をもちい，産座には自分の腹毛をぬいて

灘鵜議鍵議篝議灘灘

ひく，卵は7～12個，ときには'7～20個のこともあり’

烏のうちでは多産系である。卵の色は渋い黄茶色をおび

ている。卵の大きさは55×37mmく．らいである。産卵は

4月下旬にはじまる。

ヒナは30日ぐらいで生まれる。さて，高さ10mちかい

ところにある集から，このヒナはどのようにして地上に

おりるか，古くから学界のナゾとされていたのである・

ところが，このナゾを天皇陛下がとかれたのである。こ

のことからも，陛下の生物学ご研究がいかに深b､かがわ

かると思う。昭和4年のことである。まえに述べたよう

に，皇居にはオシドリの巣箱がかけてある。陛下は，こ

の巣箱で繁殖するものについてご研究になり，生まれて

まもないヒナが自分で地上に飛びおりることをご発見に

なった。近年になって，この皇居でのオシドリの繁殖状

況はフィルムにおさめられ，一般に公開されている。記

録映画「皇居の水鳥」がそれである。高い巣からの飛び

おりは，生まれたばかりのヒブーにとっては，大きな，は

じめての試蕊である。これば伝説にあるｼｼが自分の子
じん

どもを千似の谷につき落すのを，じっさいに行なってい

るわけで，オシドリのあの美しい姿に似わない厳しい行

為といわなければならない。

かれらの巣は，かならずしも水辺にばないから，地上

にうまく飛びおりても，水面のありかを探すことも’よ

ちよち歩きのヒナたちにとっては大仕事であるらしい。

飛弾の高山にある域吐公園には巣箱がかけられ，毎年こ

こでも繁殖しているが，小商い丘の上のうえにあるの

で，ヒナたちは水場へ行くまでに親鳥にはぐれたり，激

流にながされるヒナが続出するので，このⅢrにすむ老田

敬吉さんは，これらのヒナを集めて養育し，飛べるよう

になると放してやることを，ここ数十年もつづけている

篤志家である。

皇居のオシドリは，おほりが近いから，親鳥につれら

れて平和な生活をたのしゑ，すくすくと生長していく。

半蔵門から桜田門にかけての，美しい論ほりに6～7月

になると，1～2組の仲むつまじいオシドリの家族を見

かけることがある。このころのオスは，あの美しい扇形

の羽毛はなくメスと区別がつかないほど地味な色彩であ

る。それでも，くちばしだけは暗紅色で，わずかに盛装

時の姿をとどめている。これは夏毛である。美しいのは

冬毛で，9～10月にはえてくる。

オシドリの主食は草木の種実である。なかでもシイの

実はとくに好むので，シイの林にいることが多い。動物

質もとり，クモや水生こん虫，カタツムリ，小魚なども

好む。飼う場合には，モミやトウモロコシなどの雑殻を

与える。広いところに飼い，巣箱を与えると容易に繁殖

する。

オシドリの伝説

オシドリの夫婦愛にかかわる話は，ここかしこに残シ

ている。なかでも，栃木県佐野市の近郊にある「おしど‘

り塚」の物語はあまりにもあわれである。

むかし，ここに住んでいた猟師が，ある日の夕暮れど

き，沼のはたを帰ってくると，その沼にオシドリの夫婦

をみつけた。不猟であったその猟師は，よい獲物とばか

しに，弓に矢をついで，オスを射った。そして狸物を袋

にいれもち帰り，部屋の柱にかけて渡たところ，夜半に

なって1人の美しい女が夢まくらにたち，さめざめと泣

きながら，「じつは，今日あなたが射ったオシドリは，

自分の夫です。これからさき，わたくし･はどうして生き

て行けましょうか」といって消えた。その猟師はあまり

のことに，よく朝になって柱にかけた袋を調べてみる

と，1羽のメスのオシドリが，自分のくちばしを腹に

さして死んでいた。あわれに思った猟師は，そのオシド

リ夫婦の死体を沼のほとりに埋め，「おしどり塚」をた

て，自分は坊主になってその霊をなぐさめたという。

これとまったく同じ話が「古今著聞集」第20巻にあ

る。こちらでは夢まくらにたった女が，「日ぐるれば誘

ひしものを赤沼のまこもがくれのひとりねぞうき」と和

歌をよんで消えることになっている。場所も陸奥になっ

ている。年代からいうと，佐野市のものが物語の原型

で，「古今著聞集」のものはその東北版であろう。伝説

にはよくこのような例がある。
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南緯40度の南氷洋水域に到着した

揃鯨船団は，国際捕鯨取締条約に従

って，12月12日操業を開始した。だ

が連日のガスと波浪のため，初日は

わずか4頭におわり，その後も鯨が

とれない日が続いた。日本7船団の

中の最下位の成績で正月を迎えた。

キャッチャーの初夜

1月16日。晴。気温12度。南緯50

度，西経55度付近のいわゆるフォー

クランド漁場に到着してから，気温

が上昇し，好天にも恵まれた。

操業を開始した東経漁場では，鯨

がとれず，この西経漁場に移動した

のだったが，鯨もようやくとれだし

た。

「今日，キャッチャーに乗りません

か〃」と昼食のとき船団長がいう。

前から頼んではいたのだが，こう突

然いわれるとは思わなかったので，

内心どきりっ，とする。、鯨の鬼、

といわれる細野指導砲手の二番船で

ある。二番船は目下のところあまり

成績がよくない。
●●●

「だんき，の悪い奴がきたと，うら

まれそうですね｡」というと大笑

い。ワッチ（作業）中の首席に電話

して了解を得る。

I

《
電 命中寸前

「5－4時頃，二番船が母船にきま

すから，スタンバイしておいて下さ

い。また防寒具なども，事務室に連

絡しておきましたから，借りていっ

て下さい。お気をつけて…..｡」

船団長がわざわざ電話をくれた。

午後4時，二番船は母船の舷側に滞

ってきた。髄のエレベエーターも経

験済象，キャッチーャのデッキに降

り，すぐ．アッパー・ブリッジに登る

と，首席や作業主任，解剖中の事業

員までが，盛んに手を振っている。

わたしを乗せた二番船は母船の船

首を回った。船団長が母船のブリッ

ジで小さく，まだ手をふっている。

船尾ではスリップウェーが,黒ぐろ

と四角に穴を見せている。抱いてい

た鯨を渡し，漁場に向う頃より空は

曇りはじめた。

わたしの部屋は，デッキ右舷の予

備室，今玄で誰か入っていたのを空

けてくれたらしい。先住者の荷物も

ある。

夕食の準備ができた，と若いボー

イ君が迎えにきた。4時半である。

サロンには4，5人の人が座ってい

た。細野砲手が入ってくるなり，

「監督官，どうぞこちらへ！」と自

分の席を指さす。ここで結構ですと

ことわるわたしの手を取って，「お

霧さんだから」とむりやり座らせて

しまった。砲手はキャッチャーでは

一番えらい。だから，このサロン

でも一番上席に座っている。悪いな

あ，と心中に思いながら，好意に．甘

えることにした。テーブルの左側に

は船長，脈線局長，見習い砲手。右

側には機関長，そしてわたしの座る

べきところに，細野砲手が座って，

一同に紹介してくれた。食後，アッ

パーブリッジへのぼる。右に砲手，

左に船長，その間の少しうしろで，

クォーター・マスターが舵をとって

いる。寒くなったので，防寒長靴，

防寒外套，防寒帽をつける。満州の

軍隊当時のことをふと思う。気温

は，そう下がっていないのだが，船

が15，6ノットで走っているから，

体感温度がさがるのだ。

「コースが決められているので，最

近はちっとも，ナガスにあたらな

い。先日は，ようやく2頭発見した

ら，ちょうど打ち止めで，1頭で中

止するよう，指令を受けましたよ，

まったくついとらへんね〃｡」と細

野砲手は笑う。事実，二番船は最

近，成績があまりかんばしくない。

だから，挽回するためにも，数を多

くとらなければならないイワシ鯨よ

り，大きなナガス鯨を狙いたいとこ

、

鼻
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ろなのだろう。指導砲手という面目

にかけても，ひとふんばりしたいと

ころなのだ。

「一番船，二番船･…･･の順序で，間

隔7マイル．．…･漂泊して下さい｡」

船団長から，各キャッチャーへ指

令する。無蒲滝話の声がきこえる。

「了解しました｡」細野砂手が返事

をしたあと，「明日，本船はイワシ

をとらずに，ナガスを狙えとのこと

です｡」とうしろを向いて，わたし

に真黒に塩焼けした顔をホコロ（せ

た。

午後8時停船漂泊。

10時，デッキに出て見ると，母船

が，案外近くに，キラキラと郷いて

見える。冷凍船や，キャッチャーも

間隔をおいて漂泊している。「間隔

7マイルで･･･…｡」という船団長の

電話指令が浮んでくる。母船のデッ

キが明るく輝いているのは，解剖作

業に大童のたあであろう。今はわた

しのワッチ時間なのだが，代わりに

誰がやってくれているのだろうか。

鯨の最後

1月18日，ガス，気温11.9度，風

力5，視界1～2マイル。

朝5時，サロンでは船長と機関長

が食事をしている。細野砲手は夜明

け（3時半）から，アッパーに登

っているとのこと。突然，「リリー

ン」と船内にベルが鳴りひびいた。

「ヨーシッ，ヨーシッ」（実際には

もう少し，もう少しといってるのだ

そうだが）とマストのポースンが叫

ぶ声が力強くマイクを流れてきた。

「う_ん〃」船長は一声うなると，

残りの飯をいっきに口の中に押し込

んで，防寒帽をわしづか承にサロン

を飛びだしていった。

わたしもカメラを持って階段をか

け登った。がおもわず二，三歩たた

らを踏んでよろめいた。白い三角波

が無数に牙をむいている。アッパー

・ブリッジにたどりついたとたん

に，捕鯨砲は高らかに灘いた。命

中〃ロープを引いて，一旦深く沈

んだ鯨は，潮を吹き上げて左舷前方

にあらわれたが，またもく．った。2，

3度，これをくり返えしていた鯨も

ようやく弱りはじめたようだ。待っ

ていましたとばかりに，ロープは滑

車に巻かれ，鯨は船に引き寄せられ

る。

、ブーツ，ブーツ、と、潮、を吹く

間隔がだんだん短くなった。と，そ

の、潮、がピンクに変わった。ピン

ク色が吹き上がるごとに，色の濃さ

を増していく。鯨は船首の真下に引

き寄せられた。その時，どす黒い血

がブーツ，と噴き上がった。濃紺の

海はたちまち紅になった。1度，2

度。そしてこれがこの鯨の最後であ

った。

話に聞いていた血の噴潮である。

華腿でもあり，せい惨な眺めでもあ

った。モリの当りどころで，この血

潮吹きが起こるのだそうだが，そう

めったには見られないという。

一声も発することなく，巨大なこ

の動物は人間どもの餌食になったの

だ。あわれといえばあわれでもあ

る。

1月20日，ガス。

きのうは鯨もあまりとれなかった

が，終日，アッパーブリッジで過ご

した。ときたま，部屋に戻って座る

と，ガタのきた回転椅子は，ギイギ

イ音をたてて，船の動揺とともに前

後左右に傾むいた。疲れがでて眼が

しぶくなる。一種の船酔い猛伏なの

であろう。メモを手張に書きつける

のも憶くうになった。

論茶が入ったからとボーイ君がむ

かえにきた。無線局長の部屋をノッ

クすると，局長は部屋の一隅にしゃ

がんで，コーヒーの豆を引いてい

る。回転式のテーブルの上は円形の

穴があいていて，そこにコーヒー茶

椀やポットがはまり込んでいる。飴
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の動揺に，ころげおちないためのし

かけである。サロンの食卓にも木枠

がはめてあり，ビニールのテーブル

掛の上に，さらに濡れたふきんを敷

いてあった。

潮，コーヒーを飲まんと眼が覚め

んですね！」彼は下からわたしを見

上げて笑った。話している間にも，

無線電話やI､ンツーが入ってくる。

そのたびに彼は隣りつづきの無線室

に飛び込むのだ。彼は母船からの指

令を受け，天候，鯨の発見，追尾，

捕獲と，その都度，母船の指令室に

報告をしなければならない。彼一人

で終日働きつづけるために，一日数

度もコーヒーを飲まなければならな

いのだと彼は笑った。神経をつかう

仕事なのだ。

アッパーブリッジでは，モリの飛

ぶのが，カメラのファインダーで見

えるようになった。だが今日も波が

大きく，マストの見張台に登る勇気

がどうしても湧いてこない。

再び母船へ

二番船はきょうとった鯨を抱いて

母船に帰るという。夕食のサロンで

は酒がでた。酒を飲まない細野砲手

が，わたしのためとくに出してくれ

たのだった。

「なにか母船に伝えることがありま

すか｡」ホロ酔い気げんでわたしが

いうと。「団長さんや皆さんによろ

しく，それから，われわれは指令に

従って隊列を組ゑコースを走るのだ

が，ここのところ，当りが悪い。鯨

の多いコースのキャッチャーは，早

くきり上げさせて，曳鯨させるなり

して，鯨のいないコースの船を，そ

こに向けさせてもらうことができな

いか，と団長さんに伝えて下さいま

せんか｡」彼はサロンに響きわたる

大声でいった。長年の砲手生活で彼

の耳は遠くなっているのだ。砲手病

なのだそうだ。

ポォーッ。間近いところで号笛が

今
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1

きこえる。デシきに出ると濃いガス

だ。「スリップ°・ウエーが見える

よ！」アッペーにいる，コーダー・

マスターが叫んだ。母溌のスリップ

ウエーがガスの中に間近にせまって

いた。二番船は，母船の船尾すれす

れのところにいたのだ。二番船はス

ピードをおとして母船の舷側にすす

んだが，接舷ができない。ふたたび

母船をはなれた。たちまち母飴はガ

スの中に没した。接舷ができないた

め，大発艇をさしむけると，母船の

拡声嬢が伝えた。ひそかに恐れてい

た事態がやってきた。

キャッチャーから，大発艇に飛び

うつるのは，船に畷IIれてない者にと

ってはなかなかの難事なのである。

ドッドッドッと爆音がきこえて，

ガスの中から，27号艇が近寄ってき

た。船と船の間の波は高まり，お互

いに舷側が上がったり下がったりす

る。わたしは船くりに足をかけた。

「危ぶないですよ」司厨長が，後か

らバンドをつかむ。「まだ，まだ」

乗り組員が，うしろで叫んだ。両船

の舷側が同じ高さになったとき飛び

込むのだ。呼吸がなかなか合わな

い｡｢俺が先にうつる！」右側にいた

セーラーが，ポイと身軽に飛んで，

わたしを受け取める態勢に身がまえ
た。

「そうれ，今だぞ!」。デッキに出

ていた，キャッチャーの乗組員たち

が一せいに声をかけた。く・うっ，と

大発挺が浮いてきた。パッ，と思い

きって，舷側をけった。司厨長が同

時に腰を押した。セーラーが，勢い

込んだわたしを，がっしりと抱き止

過てくれた。

わたしを乗せた大発艇はキャッチ

ャーを離れた。「母船まで誘導する

よ！」アッパーの船長が叫んだ。ガ

スの中では無線髄話しかもたない大

発艇は方向オンチなのだ。

艇はキャッチャーのあとにつづ

く，デッキのボースン，セーラー，

司厨長，承んな手を振っている。ア

ッパーを見上げると，細野砲手と船

長が防寒帽を大きく振っている。

どうして皆，こういい人たちばか

りなのだろうか。

「お世話になりました！」。じい_

んと胸が熱くなった。

後記

わたしの乗った第二日新丸船団

（大洋漁業は操業）開始直後の不

利な状勢からよく立ちなおって，5

月14日，他の日本6船団，ノルウェ

ー，ソ連各4船団にさきがけて，

ノルマの白ナガス換算，625頭を完

遂，輝かしい成果をとげて帰港の途

についた。後半,､わりと豊かな漁場

に恵まれたとはいえ，この成果は，

船団長以下の暖かい人間性と，内に

秘めた、根性、が，捕鯨という一つ

の目的に集中した結果と思う。

命令や号令だけで，事は成るもの

でなく，難事になれぱな為ほど，人

間性が必要であることを知らされた

半年であった。この船団の人びとの

暖かい人間性は，おそらく今後わた

しの一生の思い出となって残ること

であろう。わたしの恐れていたよう

に，体験の何分の一も書かぬうち

に，予定の紙数がつきてしまった。

誠に申しわけなく長らくご愛読いた

だいた皆様におわびと心からお礼を

申し上げる次第である。

なお，この8月下旬，銀座のフジ

フォトサロンで，「海と鯨と男た

ち」の写真展を開催，さらに写真と

記事に纒めて一冊の本にすべく，毎

日新聞社で作業をすすめているの

で，発刊（1月下旬）の節，ひきつ

づきご愛読下されば二重の幸甚であ
る。

最後に自作の「南鯨ドンパン節」

をご披露してしめくくりとしたい。
ドンドンパンパンドンパンパン

ドンドンパンパンドンパンパン

ドドパパドドパパドンパンパン
トシ

"vI19の齢から鯨とり

赤道こえて波こえて

暴風圏や氷山の

今じゃ南氷洋もおらが海

′､、コスイ鯨。追いかけ-て

2時間と5時間も波かぶり

ドンガラ打った時あくやしいな

鯨＝横目で潮を吹く

′､､イワシ鯨＝とれる時ぁ

セーラーの若い衆も泣かされる

ワイヤー巻いたり走ったり

あご。の一尺もながくなる

－、夏でも冬の南氷洋

製油工場は熱地嶽
シジユウ

どうせとるなら四十，五十

鯨の1頭，2頭釜よごし

'､'、ガスコや荒波かきわけて
エク

大発艇は鯨肉はこび

母船と冷凍船の縁むすび

出雲の神さんも顔負けよ

ハヘくる日もくる日も肉の山

冷凍船に休コねえ
宝トツプ

捕獲制限かけるのもおら次第
エ二

鯨．適当あんべぁにとってけれ

'､'、ガスコがかかればなも見えね
￥ノウアシタ

昨日も明日もガスの中

船団長の頭のいたいとき
オセ

鯨訂いるどこ教えでけれ

','､違反くせ鯨．あがたときぁ
シアン

思案．なげ首なんとせぱええ
糞ツパイ

巻尺のぞいたり乳房見たり

なかなか監督官もつらいもだ
キツ

‘､'、雌．解剖たり運んだり
ク二

故郷を出てから半年よ

かあちゃん今頃なにしてる

鯨のオメコにさわって見る

'､'､三頭巻き，四頭巻き，五頭巻

き最後の鯨。港巻き

検須賀むけてつつ走しれ

かあちゃん学撫だ待っている
第19次南鯨

（蕊蝋懲）八木下弘作詩

一
《
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歳末放談

電車の中

1
m

→

三

0

こ ブ
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秋 陽子

役所に通うのに，往復で二時間以上を毎日費している

生活は，馬鹿らしいようでもあるが，電車の中の孤独な
時間が，案外潰重なものに思われることもある。役所で

はもちろん，家に帰っても落ち着いて本など読む時間は
めったにない。寝床に入れば昼間の疲れで，すぐ寝込ん

でし霞う。こういう毎日を送っていると，朝夕，電車に

乗り込んだ途端に，ほっとして急に頭が働き出すという
か，休まるというかそんな感じがする。ポケットの中
に，昔読象かけて読了しなかった文庫本などしのばせて
置くと，電車の中では5分か10分宛でも，案外落ち着い

て読めるものだ。新聞，週刊誌技術書，文庫本など，
いろいろ試承て象たが，勤めへの往復の電車の中では’

字の,j､さい割に，文庫本が一番能率が上がる。多分ポケ
ッ1,や鞄からの出し入れが一番簡単なせいだろう。

今年もそろそろ終ろうとして，一年間に電車の中で談
んだ二，三の文庫本の記憶が浮んでくるだけである。

--二心、＝い、…、ー、お金…、ー…、、、、ー、笠、、、、‐…ｰ

林 業技術と

山林税制

山嶺子

今春，機会を得て静岡県の天竜林業地帯を訪れた。そ

の折，林業家に，「林業経営上，最大の問題は何か｡」と

問うたところ，労働力や，木材価格の問題が出るとばか

り思っていた小生の意に反し，「税金が高いので，大而

蔽の伐採はできず，いきおい年間5反歩位の伐採しかで

きない。山は老齢過熟化するばかりである｡」というの

である。

またある時，林業税制について某機関の幹部から，は

宍
一 ま ■ 歳末放談

しなくも，「山林所有者は，下手に新技術や新機械を導

入して生園生を向上するよりは，いかに課税額を最少に

すあかに頭を使っている。なぜならば，税金を安くして

貰うことは，3年や5年分の生産性向上に十分匹敵する
からだ｡」という意味の話を聴いた。

林業経営の計画化，林業技術の向上にとって，最大の

障碍は，いまやまさに税金という伏兵の感である。この

税金も扱いようでは林業技術推進の最大のテコとなる。

すなわち，経営と税制を上手に結びつけ，計画経営を行

なう者には，課税を軽減するという職想がそれである。

かくして，税金問題が自家薬篭中のものになったとき

に，林業技術はさらに，格段の進歩を象せるのではなか

ろうか。

。、、、、ユ、‐、、、、、、－，、、、、、－唖、、、、ー、、、、、、＝、、、、、、＝、、、、、､一己廷毛

永遠を確立する人達

N、S.

「展望」の12月号に，加藤秀俊氏（京大助教授）が「椛
想力の問題と題する一文を寄稿しておられる。

それは－『現代において，建築家は未来への構想を

職業にする唯一の人間たちであった。かれらはつねに未

来をつくる立場にあって，ときには,ScFにちかいよう

なものや，わけのわからぬ形而上学を背景にすることが

あるが，ただ未来を思考するのでなく，抽象的でなく，

とにかく物理的・具体的に造形し，文字通り青写真で未

来を提示してくれる。このような人達と接したあとで，

社会科学・人文科学の本を読むと，社会科学・人文科学
がチマチマしていて技術主義的で，注訳が多くて構想力

を欠くために，なんとなく寂しい思いを抱く。堅さが身

上の社会・人文科学では，未来をロにすることはオッチ

ョコチョイであるかもしれないが、未来について思索を

すあ必要もあるのではないか』－という内容である。

そこで，加藤氏のこのような見方を借りるならば，

「林業家は永遠を構想し，しかも，永遠を確立する仕事
を実際にやっている人達である」ということができるは

－54－
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ずである。

したがって，建築家よりも深遠な未来を櫛想してし

かるべきであるにかかわらず，このごろの林業家の中に

は，加藤氏が社会・人文科学をチマチマしていると評し

た以上に′j､型化し，目先の事象に追いまくられる傾向が

見受けられる。たとえば，林業における技術進歩，特に

育林技術の進歩を考えようとはせずに，林業の斜陽化を

いう人がいるが，このような人達は林業家の資絡を欠如

している。

再び引用で恐縮だが，11月9日付の朝日新聞に，千葉

大の本多助教授が防護樹のエ夫や，品種の選抜によっ

て，環境汚染の情況下でも十分「サクラ」を育てること

が可能なことの研究報告をしたことを報道してあった

が，これは，広い意味で育林技術の進歩と見てさしつか

えないと考え，育林技術の進歩を信じない人達が反省の

材料とされることを望むと共に，すべての林業家が永遠

を確立するという使命に，大いなる誇りをもって永遠へ

の構想力を働かせるべきであると，声を大にして主張し
たいのである。

L込一、、、h，ｰ、、、、、、－，－－，，垂、一一一一一一一、、－，、、、、、－，、、、、、－こ…、

さて，そこで，現在のように小規模の，しかも林地と

作業が分散されている個六の山を，組合の労務班をもっ

て，生産性が向上する施業法とはどんな技術体系をもっ

たものであろうか。現状で，高い生産性のあがる林業の

協業作業法というべきものを示す必要はないか。という

のは，現に，労務班では顕著な実績をあげているある森

林組合の理事が，小さい受託事業の寄せ集め（とくに造

林事業）では，なかなか労務班の運営もたいへんなよう

であるといっている。

また，この場合、林業技術、というものはどうなるこ

とだろうか。材錐にはさしたる技術は必要ないというの

ならともかく，労務班には必ず優秀な技術者がつくこと

が要諦されよう。

ともあれ，これらのことは森林組合にまかせるとし

て，このビジョンに向って進んでゆくと，これからは，

とくに小規模経営者は，個人の経営ということは考えら

れなくなり，山のことは安心して森林組合にまかせてあ

るから，よりいっそう兼業に精を出すということになろ

うが，さて，その兼業は何をえらぶか。

こう考えてくると，椛造改善バスに乗ったお客さん

も，行き先の切符を買うには，まだまだ，じっくりと考

えなければならない。
へ、、ｰ、、、、、、ｰ、…、、、ｰ、、…、、ｰ、、画、一一一一一一一一一一
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ビ ジョン拝見

現実問題の

処理と学者
ぶんちよう

今年からはなばなしく出発したものに林業榊造改善事

業がある。とにかくバスは動き出した。行き先は乗って

からとまずとび乗った人はなかっただろうか。なにしろ

多額の補助金が出る魅力ある事業だから。そこで，この

バスの終点ともいうべき林業榊造改善事業のビジョンと

ほどんなものか。今年の林業雑誌を拝見してふよう。

『あえて，林業構造改善事業のビジョンを示せといわれ

るなら，わたくしは，協業の確立ということがその答と

なろうかと思う。協業の理想的な形は，共同経営という

ことになるが，さしあたりは，森林組合を担い手とする

施業委託ということがもっとも適当であろう。山村にお

けるきびしい労働流出趨勢は，今後ますます個巻人の山

へ直接の干与を許さなくなるだろうから，森林組合への

長期間施業委託することがのぞましい（林野時報ろ～

4号巻頭言)』と。

また，林業椛造改善事業では，小規模経営の不利を是

正し，林業の生産性を向上するために，森林組合を主体

とする部分協業を育成する考え方がすすめられている

と。

M.M.

第二次大戦中，アメリカでは数学者や物理学者の積極

的な参加をえて，各種の作戦研究が行なわれ，戦争のい

ろいろの局面で大きな成果をあげたことはご存知の方も

多いことと思いますが，その資料の一部は戦後公開さ

れ，対Uボート作戦，神風特攻隊の攻撃に対する防御戦

術，東京空製計画などをみると，さすが数学者ならでは

の発想と感心させられます。

この方法は，戦後，企業経営にも応用され，オペレー

ションズ・リサーチと呼ばれて，リニヤー・プロク．ラミ

ンク．とか待ち行列とかの数学の新しい分野を開拓するこ

とになったのです。このように，一見抽象的にみえる数

学のような学問でも，現実問題の解決に大きな貢献をな

しえますし，むしろ現実の問題に触れることによって新

たな展開が可能ともなりましょう。それどころか現実に

背を向けて抽象の世界に閉じこもってし戎うことは，か

』■L
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のユークリットの幾何学のように，観念の遊戯としての

死せる学問と化することは必定であります。

昨年，オリンピックの直前に，東京でのIMF総会が

開かれ蚕したが，その前年の総会がワシントンで開か

れ，そこで国際流動性の問題が始めて公式に取り上げら

れ，先進11カ国の金融当局者の間で検討されることが決

められたとき，この検討は学者や民間人を排除じて，金

融当局者だけで行なうことを決めました。これは学者が

入り込むことによって，非現実的な議論が入り込んで，

議論が童とまらなくなることを懸念したからだともいわ

れています。

このような決定は，学者たちを大いに刺激することと

なり，アメリカのフォード財団やロックフェラー財団の

資金援助をえて，先進11カ国の学者32人からなる自由な

研究グールを結成して，自由な立場から検討し，現行の

国際通貨制度の問題点と各種の改革案を提案したマハル

ープ報告としてまとめました。

この報告に示された問題意識や議論の方向は,金融当
局者の検討内容とほとんどくい遮わなかったの象か，今

後のこの問題の検討に大きな影響を与えていくものとい

われています。

このように専門的学者や研究者が現実の当面する問題

に積極的に発言し，単なる政策の批判者としてではな

く，建設的な提案者として活動していくことは，単に学

者の存在価値を高めるだけではなく，学問それ自体の発

展にとっても有益な結果をもたらすに違いありません。

林業を取り巻く客観情勢も最近著しく変化し，林業政

策自体いろいろな面で転換を迫られてい室す。い室こ

そ，この方面での専門的研究者や学者が，政策の批判者

として，大いに発言をすべきときではないでしょうか。

汕がそこにあるから、

馬骨

わが家の庭の柿の木は，葉をすっかり散らして，その

梢に取り残された実が1つ，まっかな色詮残して，風に

吹かれてゆれている。このような光景に接すると，もう

冬がやってきて，年の熱も間近だなあという気持ちが自

分の心に何の抵抵もなく入りこんでくぁ。

しかし，最近はやりのマンションやコーポラスとかい

う高層住宅や団地に住む人たちにはこのような風情に接

することはできないであろうし，そのような気持ちも持

てないであろう。それだけ人間の心に自然が失なわれ，

素朴な心がなくなってきているのでばないだろうか。

クラス会で，かなり広い山を持っている友達が，「最

近やっとわかった。木を植えるのはなぜかということ

が。やはり山がそこにあるからなんだ｡｣と。これが本当

に自然に接している人の心なんだ。木を植えるのは山に

木を生やし，林を育てるためであって，ほかに何の理由

もない。昔の人たちは皆このような素朴な気持で木を植

えてきたのであろう。

現代の人工過剰な世の中において，林業に関係する，

行政やも技術やも研究やも，もう一度このような山の人

燕の素朴な心，自然の心にかえって曲りかどにきた林業

政策を深く考え直したらどうだろうか。
丘一一、、、、ｰ唖、、、垂、、、、＝も、もこもこ＝Lユーー亘亘一一一二＝二，三一
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民有林生

高度成長を続けた日本経済も，本年ついに一頓挫を来

たした。

導入技術革新は一巡し，重化学工業化も一段落して，

一服したといえば体裁がよいがさに非ず。中小零細企業

そして農山村に広大な低生産性部門が残ってしまった。

そして産業の二重構造に起因する各種のひずゑが，日本

経済にブレーキをかけたというべきであろう。

しかしそれは怠惰だったから，無鮪偕だったから，、残

ってしまった、わけではない。従来，万能であった低設

備，低技術，低生産性，しかし低賃金それで低コスト，

という一連の､低の字方程式､は,式中の、低賃金、？
項が、高賃金、にいや応なしに変わって行くので，、高

賃金であるが低コスト、を継続するために，高生産性

へ，高技術へ，高設備へと、高の字方程式、に切り替え

ていくほかはない。すなわち近代化である。、残った、

ということば，方程式を切替えるためには混乱あり，障

碍ありで，多大の時間を要するということであろう。

近代化の壁を突破した所に，安定成長の楽園がある。

しかし壁は高く厚いようだ。私は，林業界の現況をこの

ように理解したい。

礫 擁
－ろ6－

一

ユ



うか。年末雑感としてはあまりふさわしくない話です

が，近頃しきりに考えることなのです。
.＝一一一-一唖電一己、唖、ｰ、、笠竜一、い、、、、ｰL、品、、込一、、、…奄一、、、、、、

技 術と政策

の字
一
一
一

喜 年生

わが国の林業をどのように発展させるかは，林政，林

業経済，林業，林産科学技術の各分野から根本的に吟味

することである。ことに，各種の科学技術と社会経済の

発達に伴って変化をしなければならない林業政策の研究

の進展には，他の産業部門との関係と政策の施行技術も

問題となってくる。1例をあげれば，日本の建築用材と

薪炭材を目標とした林業は封建時代の米作農業にも似た

ものであったが，いまは，エ業化学製品生産の一過程と

象なされるようになってきて，ことに，その価格につい

ては日本経済，または世界経済の中からゑた見方に変わ

ってきているところが普通施業地の経営決済と保安林の

買上，林野整備，林道，治山事業の投資などによって生

じた経営決済の見方がなされていない。また，諸外国と

日本との科拳の生園生の比較資料も欠けている。農業に

農政学者がいるように，林業に部分技術を組立てて施策

の上にのせる基礎の学問を究明する林政学者が輩出する

ような道を誰ずることが重要ではなかろうか。
、奄一、、、、、、－，，も、、、ｰ、、、、、、ｰ、、、、、込一込姑、、LL一、、、、幸、ー、、、、、、｡

影 法師

三という字は天・地・人を示したものだそうで，調和

の'とれた基本的なものや状態を示す時によく使われてい

ます。三・三・九度は別としても三宝，三界，何とか三

景，三本の矢，など数えあげればきりがありません。

ところで，森材法，林業基本法，山村振興法とこの三

つの法律はどうなるのでしょう。

もし，この調和をとることに失敗したら，林政は混迷

に陥ること必然です。今こそ強力な指導力を必要とす為

時期だという感がひしひしとしております。
…、、、－，m､、ー“、、…＝、、…－，、、、、込一込壷迅、こ－、、、、、、－，、、、、■

＝

放 談

無 名

先日，カナダにあるチェーンソーのソーチニーンーの

メーカーから技術者がきて，ソーチニーンの目立てのや

り方などについて作業場で講習をして行った。なかなか

きさくな人で，カナダの林業の話など聞かせてくれた

が，わが国の現場で伐採高の低いのには驚いて，これな

ら砂や石を始終切って，チェーンの売れ行きがよくなり

そうだといって笑っていた。かれの教え方は，ソーチェ

ーンの切肖鯉論をやさしく説明しながら教えて行ったの

でとてもわかりやすく，われわれが今までやっていたと

おりいつぺんの目立て法が反省させられた。ああやって

技術者が教えて歩いたら，さぞ売れ行きもよろしかろう

と感心したものである。

それにつけ-ても，やはり何事も人の問題だと思う。林

業の機槻上にはもっと厚い技術者の層が必要だ。、林業

機概上の必要性､だとか,、林業機械化の長期計画、とい

ったものかを机の上でいくら云盈しても，いくらいい磯

械をたくさん買っても機械化は進まない。私はもし、機

械化を進めるにはどうしたらよいか、と聞かれたら，

、技術者を大切に扱え、と答えたい。そうすればかれら

がどんどん機械化を着実に進めてくれる。機械の稼働率

とか必要台数とか管理のあり方とか，机の上だけでしか

ものをいえない技術者がチト多すぎるんじゃないかな？

近頃迷うこと

峨々

今年中は景気が芳しくなくて，国有林野事業も台所が

いちだんと苦しくなったようです。来年はなんとか明る

い年であって欲しいと思います。不況の話から連想する

ことですが，数年前，先輩から次のような警句を承った

ことがあります。いわく、クピになるまいと思ったらエ

キスパートになれ，出世しようと思ったらエキスパート

になるな、

それから何年か役人生活を重ねて，私にもこの言葉の

意味がややわかってきました。しかし，官庁に働く技術

者にとって，この真理（？）はまことにジレンマに満ち

たものであり童す。林業技術も発達とともにますます専

門化し，技術者たるものの守備範囲はますます狭く深く

を要求される本来的宿命と，政治経済の動向や林業のあ

りかたについての広い識見をもち併せねばならぬという

相反する使命を私たちはどうやって全うしえるのでしよ

,兵
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謬 鰺鯵耀瀦
林業用除草剤に関する

基礎的研究（Ⅱ）
（林野庁業務課。B586ページ昭和40'年5月）
薬剤による林地除草技術の確立については，薬剤会社

による新薬剤の開発とその基礎試験が行なわれ，一方，

国有林と林業薬剤協会の共同試験として，適用試験，事

業化試験が進められている。この一環として，林野庁が

宇都宮大学の竹松哲夫博士に林業用薬剤に関する基礎的
研究を38年度から委託しているが，本報告は，その39年

度の研究結果をまとめたものである。

この試験は，塩素酸ソーダ，スルファミン酸アンモ

ン，シアン酸ソーダ，トリクロロ酢酸をはじめ，フェノ

キシイ系，ベンゾイック系ホルモン剤，ピコリン酸系な

どの配剤による共同効果について，約2,000試験区を設
定した。その結果，下刈り用除草剤については，38年度
に引きつづいて，多くの良好な組象合わせが見出され，

新たにモノクロール酢酸壌頃が基剤として考えられるこ

とが確認された。また地ごしらえ用の勤鍾の良質な組み

合わせも見出された。

本書の内容は，広葉・雑草木地帯における除草剤導入

基礎研究とササ・ススキ地帯における各種除草剤適用基
礎試験との二つに別かれる。

林業金融基礎調査報告一公社造林編,号一
（林業金融調査会B579ページ昭和40年6月）

この報告書は，昭和39年に，兵庫，高知，熊本，長崎

各県の林業公社の実態調査にもとづき，林業金融調査会

の高松圭吉，藤田清彦両氏がとりまとめたもので，公社

造林の背景と公社造林の実態を究明したものである。

内容は，公社成立の動機，公社の機構および事業概

要，公社の経営管理内容，資金く・り，公社設立による影

響となっている。

本書で，はじめに問題点としてあげているが，公社造

林は企業的な林業を成立させ，地元振興に役立てようと

する意図は認めつつも，なお公社が企業として伸びてい

くか，過渡的段階で終るか，さらに，地区森林組合との

競合ないしは協調に今後の検討を要するとしている。

木材hydraulicpress水圧pressing圧締

鰯鐙嬢鐵鯵繍灘ウ”"‘･…,!"奮｡"…Ccon…”･

皿のこsawmill製材工場crowning背盛

第11回木材加工(2)ribbonsawたすき鋸rippingたて挽鋸cylin-
slicedveneerスライス単板sawnvene“のこびndersaw筒鋸sawdust鋸屑wastewood
き（ソーニ）単板spread塗付spreader塗付廃材impregnant注入剤rateofimpregnation
器st"n汚染Vatバットveneerベニヤ，含授率fibreboardファイバーボードbinder
単板wrinkleしわdrumsanderドラムサンダ結合剤woodplastics木質可塑物hotplate
lap，心重りlap・joint心遮りproteinglue熱盤hotpressホットプレスsetあさりー

たんぱく接憲剤caseinglueカゼイン接溌剤bl-swagesetばちあさりswageばち出し器sw－
oodglue血液接蒲剤liquidglue液体接潜剤ageshaperばちそろえ器springse[振り分けあ
syntheticresinadhesive合成樹脂接着剤soybeanさりfret=Saw糸のこrakertoothかきあさり
glue大豆グル-animaiglueにかわviscosecleanertoothかきあさりcuttingtooth切歯
glueピスコースグルーureaformaldehyderesinfitting日立sawshal:pner目立機file重やす
adhesive尿素樹脂接遥剤phenolformaldehydeり目立工perforatedtape孔あきテープaghestos-
g'dhesive石炭酸樹脂接遥剤hardner硬化材coreplywoodアスベストコア合板pressingtime
preservative防腐剤preservedwood防腐処理材圧締時間biasangleバイヤス角banding,rrailmg
fireretardenlWocd耐ヅく剤tarタールcreo-バンディンク．（縁組)battenboadバッテンポード
soteonクレオソート油opentankprocess開槽cookingvatバット（煮沸櫛veneerchestベ二
法pressingimpregprocess加圧注入法COm－ヤチエスI、pressmgtemperatu工e圧締温度
pregnatedwoodorcompreg圧縮材1'1minatedveneerknifeベニヤナイフbeltsanderベルトサ
wOOd積層材lumbercoreランバーコアim-ング-beltdrierベルト式ドライヤーbzInd
pregnatedwood注入木材hardenedwood硬化drierバンドドライヤー
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省 力的な林業 技術の事例募集’
一

最近，林業では労働力の減少， 賃銀の高脇などのため， 作業仕組の改善，機械の導入，薬剤，肥料の使用な
どによって省力化が進あられている。

現場では，育苗，育林，森林保謹，経営，木材生産，特殊林産，林業機械，土木，治山等それぞれにすでに
いるものが多いと思われる。

，広く紹介することによって他所でも採用されたり，また
術をより高度なものにすることも出来よう，このようなこ
思うので，下記のように省力技術実行の事例を募集する。

6．募集規定・応募者は本会会員であること

・応募文表紙には題名および住所
・勤務先氏名を明記のこと

・応募文は返還しない

・応募文のうち受賞作品の版権は

本会に帰属するものとする。

7．送付先東京都千代田区六番町7日本林
業技術協会（封筒には省力技術事
例応募と朱書すること）

8．審査および発表

・審査は，しめ切後1カ月以内に行ない，そ

の結果は応募者に通知するとともに「林業
技術」誌上に発表する。

・適当と認めたものは林業技術に掲載する。

省力の試蟻が行なわれており，優秀な成綴を納めているもの

現場で行なわれているささやかな省力の試薙でも

新しい観点から改良，改善の手が加えられ，その技

な省力の試薙でも，

とが林業技術全般の進展に大いに寄与し得るものと思うので，

1 募集の対象自分で実行した省力事業の事例
◎現場の事業実行過程で，自分の創案，工夫
し，また紘他の事例を応用して行なった省

力化の体験をどんな小さな事例でもよいか
ら具体的に記述されたい。特に省力による

経済効果を明記すること。

文の長さ400字詰（横書き）原稿用紙10枚

・前後，文章の書き方，図表，写真等の添
付は自由である。

応募期限昭和“年4月10日

賞優秀なものには賞状，賞金を贈呈

する。特に優秀なものには林野庁長官災を
申請し賞金を贈る。

審査員林野庁，制錐試験場等の椛威者に
依頼する。

→

2

３
４

5

会務報告
一

◇松川顧問に勲三等瑞宝章

本会常任顧問松川恭佐氏は11月3

日発表された生存者叙勲により勲三

等瑞宝章を受章した。これは長年に

わたる天然林研究を対象とされたも

のであり，林業技術者として初めて

の受章でもある。

◇第4回常務理事会

11月8日（月）本会理事長室におい

て開催。

出席者：牛山六郎，石井佐吉，山村

誠治，竹原秀雄，篠崎義徳

遠藤嘉数の各常務理事と本

部から石谷，松原，成松。

決議顎項

1．本会常務理蛎，検瀬誠之，藤本

公雄，沢田秀郎氏には，過般（広島

県林務部長，長野県林業係長，ブuII

営林局経営部長）に御栄賑離京され

ましたので,三氏の代理として,小島

優吉（林野部計画課）丸田和夫（林

野庁業務課）山田茂夫（東京営林局

計画課）氏を選出，決議しました。

2.．その他会務について

◇森林航測編集委員会

11月24日午後2時から，本会新館会

議室で開催

出席者：正木，中島，西尾，笠松

氏の各委員と本会から，成

松，橋谷。
－

ベトナム戦争の拡大，インドネシ

レ編集室から旬ヤのクーデター，日韓条約の締結
等何か望ましくない一連の動きがあって少しずつそれが

ふくらんで行く気配がほの見えているような気がする

が，国内では春から夏にかけての異常低温で心配された

作柄も史上五番目と言われる収獲にまでこぎつけ，経済

界の不況もなんとか落付いて1965年も熱れようとしてい

る。今年もやはり平穏で典嘩な年であったと言えるよう

だ。われわれは無事に憤れ過ぎて，今やこの平和を戦局

的に維持していこうとか，平和をおびやかすものを排除

しようとする気持がうすれ個人では何も出来ないという

アキラメというか無力感に浸っている状態だ。

そして政治はますますわれわれとは無関係な手のとど

かない所へ行ってしまう。（八木沢）

昭和40年12月10日発行

林業技術第285号

編集発行人松原茂

印刷所大日本印刷株式会社

社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町上番地

滋話（261）5231（代)～5

（握替東京60448#)

発行所
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題 名 執築
圭
伺 号

林木育種事業の現況について

林木育種事業の技術的背景と問題点

広葉樹の育種

針葉樹類ことにスギを中心とした育種

民有林における林地肥培の推進についで

林地肥培こんどの展望

紙製品を用いた新しい育苗技術

冠雪害とスギの品種

林木育種オヤオヤ集(1)～(V)

木材生産技術の動向について

鳥獣行政の問題点

ブナ丸太の防腐防虫について

移動作業バスの試作報告

航空機利用による病害虫防除事業

治山事業への抱負

これからの林道事業

荒廃林地復旧技術の進展

スギの寒風害発生危険地域画定の一つの試象

林業機械作業技術の改善と革新(1)(続）

チニンソー技術の理解と発展のために

林試，機械化部発足に際して

特殊林産物の需給の現状と動き

シイタケ，ナメコ生産技術の現状と将来の方向

マツタケ生産に関する研究の動き

クリの山地開園について1，2

山地におけるクリ園の管理について

エゾマツとピアノ

(連続講座）輸入木材の知識
木材輸入の概況

ソ連材輸入の現況と問題点

ラワン材輸入の現況と問題点

米材輸入の現況と問題点

木材の検疫

木材の規格と検査

輸送と運賃

追補およびまとめ

サンプリングの考え方10

＜シンポジウム）短伐期林業の功罪

I(講演要旨）今日の農業問題

日本林学会会員のつどい

シンポジウム抄報（春の研究者の集い）
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表彰の業績紹介

第6回懸賞論文

林業技術向上の具体的方策について

〔地ごしらえを中心とした省力事業〕

〔主として北海道の森林施業について〕
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〔育林技術の定量的技術化を急げ〕

〔群状植付による造林技術の省力的検討〕

驍林害虫の防除計画〕

第11回林業技術コンテスト特集

〔林業技術コンテストについて〕

〔簡易定通施肥器の考案について〕

〔つる枯らし剤の効果的使用法について〕

〔カルチオーガーの考察について〕

〔全聯作業の祇込雛台におけるローラー使用について〕
〔ガイドブロック支持器の考案について〕
〔しいたけ種薗の改良について〕

〔堅盤層地補に鮨ける造林の問題について〕
〔カンパ類の天然下種更新施業に関する検討について〕
〔超大スパンの集材作業結果〕

〔アセトール使用によるまき付発芽について〕
〔小樽地方の造林地におけるカンノ頓天然生稚樹について〕
〔集運材部門における作業道作設の効果について〕

第11回林業技術賞

〔天草におけるその後のモリシマ〕

〔円形集材方式の考案〕
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森林に鳴くホトトギス

天然記念物になったクマゲラ

溪流に鳴くコマドリの歌

世界鳥獣基金によるトキの保護

富士山のライチョウ
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林業基本法の理解

帯鋸目立技術と蝿材その理論の実際

米国における木材需給の趨勢

ぎじゆつ情報

昭和38年度農林水産業特別試験研究費補助金による試験研究の概要

昭和38年度出願の林業関係特許実用新案

積雪地帯における育林技術

積雪地帯の造林技術に関する文献目録

草生造林法の実態と問題点

混牧林に関する実態調査報告（1）

草地改良の手引き

スギハムシの生態

林家経済調査現金収支の概要報告

林業瀧造改善事業の指定地を訪ねて

チップ生産事業について

尾鷲林業の技術

林業用除草剤に関する基礎的研究（Ⅱ）

林業金融基礎調査報告
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〃 （札幌営林局）

昭和39年度

林業専門技術員資格試験審査課題

昭和59年度

養成研修普遍科教習生選抜試験問題α上見営林局）

昭和59年度

養成研修普通科第1次選抜試験問題（長野営林局）
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第8～11回木材加工（1）（2）



ｄ
ｌ
．

画
法
‐
則
Ｐ
略
Ｐ
３
．
４
１
も

■
０
４
屯
署
包
与
毎
通
じ
』
、
■
部
曲
凸
判
Ｆ
■
■
Ｊ
■
‐
ｐ
『
飼
理
一
■
ｄ
圭

…

これから 宮に.〃
責と労働と神経の大巾節約..…．

…
測定の都度、親指で押すだ

けで各直経階の本数が盤上

にセットされる｡読み上げ、

復唱、記帳のいらない、1

人で毎調が出来る．…･･最新

式輪尺。

（お申込み次第カタログ進呈）

F』
§

識
》
蝿
懲
識
識
鶴
識
楡１

１
１ ；

蕊ﾔｼﾏ農林器具研究所

潮
東京都文京区後楽町1－7．12

TEL811-4023振替東京10190

鍵蕊灘蕊蕊灘灘蕊鐵鍵譲蟻鍵'‘廷塾紳"､…‐

興国の~露室冒

｜アルミメ

耐腐蝕性耐熱性耐疲労性に著しく優れる

キワイヤローブツキワイヤロー１
１
‐

三三

鋤惚浄で，

カルスロープは当社の長年の研究と

米国ACCO社との技術提携に依り完成された我国初の特許新製品であり従来の
亜鉛メッキロープでは到底望めなかった優れた特長を兼ね備える画期的ワイヤロー
プです特に林業用船舶用吊橋用ステー用その他腐蝕環境下に最適です

株 式興國鋼線索 職會
本 社 東 中都

京

｛
泉 宝 (561)代表2171

ヨウバシ」コウコク
Y

代表央 目 番地 話東京

信略号ヰ

話 東 2区 町 丁 3 電 72 5

場 東 新大 阪 潟電 ウ クウエ キ ． ．ノ

可■ P



～

1「7菫いやすく~て信頼できる~言｡･｡．;ノ｢種 冊
飛
匹
７
丁
身
＋
こ
こ
大
寸
Ｅ
訓

昭
和
一
千
六
年
大
月
四
日
鐙
一
燕
郵
便
物
認
砺
（
毎
月
一
回
十
日
発
行
）

材
業
強
柿
第
コ
メ
五
号

、

ホームライトチェンソーI
XL-AO･XL-660･XP-1000新発売/,

切断力30％以上増加、最新自動給油装置付で｜
使い良さ倍増、軽量高性能のトッフチェンソ｜
－です。

林業経営合理化に絶対欠かせないホームライ
トチェンソーは、高い経済性と絶対の信頼性；
で，相変らずチェンソー界のトップを独走しI
ています。
●XL-12･C-51は引きつづき好評販売中。，

！

、

I
ら

6の35

(代表）

■

東京都品川
=土､ﾛf,？.■可凸

電話､(447）
区北品川I

1411(
;の35

代表）式会社株易日本総代理店和光貿光
。

特
約
店
を
フ
ル
に
〃
驚
蕊

ご
利
用
下
さ
い

《
高
性
能
で
故
障
が
す
ぐ
な
い
》
と
定
評
の

マ
ッ
カ
ラ
ー
製
品
で

は
じ
め
て
ご
使
用
に
な
っ
た
方
に
は

操
作
、
そ
の
他
の
細
か
い
点
で

い
ろ
い
ろ
、
ご
質
問
も
お
あ
り
と
存
じ
ま
す

マ
ッ
カ
ラ
ー
社
の
マ
ー
ク
を
掲
げ
る
店
は

世
界
に
数
千
、
そ
し
て
日
本
に
も
数
百
の
特
約
店
が

み
な
さ
ま
の
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

機
械
の
使
い
心
地
が
す
こ
し
お
か
し
い
…
：

も
う
そ
ろ
そ
ろ
、
分
解
掃
除
を
し
な
く
て
は
・
・
・
…

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
た
め
ら
わ
ず
に

お
近
く
の
マ
ッ
カ
ラ
ー
特
約
店
へ
声
を
か
け
て
下
さ
い

優
秀
な
技
術
員
が
、
親
切
に
ご
指
導
い
た
し
ま
す

●
カ
タ
ロ
グ
進
呈

マ
ッ
カ
ラ
ー

襄謹瀞
Ｉ ”

瓜圓緬寄ﾂｶﾗー難日率総代選麿

蕊寒而宮商で壷
本社・
北海道小樽市稲漣町東7丁目11番地
支店・
東京都中央区日本橋通1丁目6番地
営業所・
北海道小樽市稲穂町東7丁目11番地
盛岡市大沢河原125番地第1ビル
郡山市字燵田114番地垣谷ピル
東京都江東区深川加崎町2番地
大阪市北区富田町36番地高橋ビル富田町別館
福岡市赤坂1丁目l5番地の4号菊鶴ビル

凹
唄
少
９

公

§
、
〆
鋤
隅
瀞
鐸 淀

仙
八
十
腰
遥
鵬
ナ
腰

l

Il


	表1

	表2

	1965年12月号目次

	巻頭言_造林成果を高めるために

	森林法と森林計画の問題点

	第6回懸賞論文_林業技術向上の具体的方策について_森林害虫の防除計画

	スギの寒風害発生危険地域画定の一つの試み

	山地におけるクリ園の管理について5

	林木育種オヤオヤ集5

	花粉分析法による能登半島のアテ林の成因について

	スギの整樹_東北裏日本積雪地方における育杉技術に関する一考察

	アテの交雑育種について

	林業随想11_自然の掟

	林野の鳥シリーズ_林野の鳥オシドリ

	山官南氷洋をゆく_最終回

	歳末放談_こだま

	本の紹介_林業用除草剤に関する基礎的研究Ⅱ／林業金融基礎調査報告／林業用語集11

	協会からのお知らせ

	昭和40年-1965（274～285号）総目次

	表3

	表4


